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は
じ
め
に

　
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
〜
一
九
〇
三
）
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
（
エ
ピ

ク
テ
ト
ス
：
五
〇
頃
〜
一
三
五
頃
）
の
関
係
を
論
じ
る
研
究
は
、
清

沢
が
『
臘
扇
記
』
と
い
う
日
記
を
と
っ
た
時
期
を
中
心
に
、
近
年

い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
沢
が
亡
く
な

る
約
一
年
前
（
一
九
〇
二
年
五
月
一
一
日
）
に
、
彼
が
入
手
し
た
手

沢
の
書
、T
he T

eaching of E
pictetus

（
以
下
、『
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
』）
と
清
沢
と
の
関
係
を
主
題
的
に
論
じ
た
研
究
は
な
い
だ
ろ

う
。『
臘
扇
記
』
と
い
う
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
抜
き
書
き
の
あ
る
日

記
が
現
存
し
て
お
り
、『
臘
扇
記
』
を
書
き
綴
っ
た
思
想
深
化
の

時
期
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
清
沢
思
想
を
考
察
す
る
に
あ

た
り
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
一

方
で
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
そ
れ
を
直
接
的
に
抜
き
書
き
し
考
察

し
た
日
記
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、『
臘
扇
記
』
研
究

に
比
べ
る
と
重
要
度
が
低
い
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
違
う
観
点
か
ら
述
べ
る
と
『
臘
扇
記
』
に
記
さ
れ
た

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
で
あ
る
、D

iscourses of E
pictetus

（
以
下
、

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』）
が
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
現
在
の
研
究
状
況

で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
一
方
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
つ

い
て
は
手
沢
本
の
現
存
が
確
認
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
如
何
に
テ
ク

ス
ト
を
読
ん
だ
の
か
を
、
そ
の
書
の
書
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
考
察

す
る
と
い
う
研
究
方
法
の
可
能
性
が
生
れ
う
る
し
、
精
神
主
義
と

い
う
清
沢
晩
年
の
思
想
営
為
と
の
関
係
性
を
問
う
素
材
と
し
て
も
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注
目
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
、
清
沢
と
親
交
の
あ
っ
た
仏
教
青
年
た

ち
に
よ
っ
て
、
清
沢
の
死
後
も
、
清
沢
手
沢
の
書
と
し
て
親
し
ま

れ
、
友
人
稲
葉
昌
丸
の
手
に
よ
っ
て
、『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教

訓
』
と
題
す
る
日
本
初
の
翻
訳
出
版
が
な
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、

日
本
で
は
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
が
先
に
紹
介
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
詳
し
く
は
本
論
で
論
じ
る
が
、
そ
も
そ
も
清
沢
が
生

涯
ど
の
よ
う
な
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
に
触
れ
た
の
か
。
そ
の
こ
と

は
明
瞭
で
は
な
い
面
が
あ
る
。
ま
ず
明
治
二
五
年
の
書
簡
に
よ
れ

ば
、
清
沢
は
ド
イ
ツ
語
訳
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
購
入
す
る
よ
う
に

友
人
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
実
際
に
手
に
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

次
に
、
清
沢
は
明
治
三
一
年
五
月
『
臘
扇
記
』
の
時
期
に
『
デ
ィ

ス
コ
ー
ス
』
を
沢
柳
政
太
郎
か
ら
借
り
受
け
る
。
明
治
三
五
年
五

月
、
清
沢
自
ら
書
店
で
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
購
入
。
明
治
三
五

年
頃
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
沢
柳
に
返
却
。
そ
の
後
、
沢
柳
か
ら

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
（
お
そ
ら
く
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』）
を
も
ら
い
受

け
た
。
こ
れ
ら
の
書
の
中
で
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
み
が
、
現
存

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
清
沢
手
沢
の
書
で
あ
る
『
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
』
が
現
存
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
安
冨
信
哉
や
西

本
祐
攝
の
研
究
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
書
誌
的
な
基
礎
考
察
と
し
て
、
大
谷
大
学

図
書
館
に
一
九
七
七
年
に
寄
贈
さ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、『
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
書
入
れ
が
清
沢
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

浩
々
洞
で
清
沢
に
師
事
し
た
安
藤
州
一
の
証
言
か
ら
考
証
し
つ
つ
、

そ
の
考
察
を
通
じ
て
、
晩
年
の
清
沢
が
ど
の
よ
う
に
エ
ピ
ク
テ
タ

ス
の
書
に
親
み
、
そ
こ
か
ら
如
何
な
る
思
索
が
為
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
安
藤
の
言
葉
を
導
き
と
し
て
愚
考
を
試
み
る
の
が
、
本
論

文
の
目
的
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
死
の
問
題
」「
パ
ン
の
問

題
」
と
し
て
出
て
く
る
人
生
上
の
問
題
と
「D

oor is open

」
と

い
う
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
を
考
察
す
る
。
ま
た
「
奴
隷
に
つ
い

て
」
と
い
う
章
に
あ
る
清
沢
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
注
目
し
た
考

察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

三
つ
あ
る
い
は
四
つ
の
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書

　
清
沢
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
に
つ
い
て
、
い
つ
の
時
期
に
、
ど

の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
だ
の
か
。
そ
れ
ら
の
書
は
今
ど
こ
に

あ
る
の
か
。『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
と
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
晩
年

に
あ
わ
せ
て
読
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
い
く
つ
か
の
清

沢
の
友
人
や
関
係
者
の
証
言
が
混
み
入
っ
て
い
る
。
詳
細
に
検
討

さ
れ
た
研
究
は
な
い
の
で
、
今
一
度
整
理
し
、
思
想
研
究
の
前
提

と
し
て
考
察
す
る
。
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西
本
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
関
連
の
書
物
に
つ
い

て
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
な
ど
の
西
洋
哲
学
史
研
究
の
資
料
に

あ
ら
わ
れ
る
ス
ト
ア
哲
学
の
解
説
を
除
い
て
、
三
点
手
に
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

　
①
は
明
治
二
五
年
一
一
月
二
六
日
の
書
簡
の
記
述
か
ら
、
レ
ク

ラ
ム
出
版
の
世
界
文
庫
（U

niversal Bibliothek

）
の
二
〇
〇
一
番
、

E
piktets H

andbüchlein der M
oral

と
推
定
で
き
る
。
ド
イ

ツ
語
訳
の
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
（
ア
リ
ア
ヌ
ス
が
要
約
し
た
短
い
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
も
の
）
で
あ
る
。
清
沢
は

書
簡
で
、
こ
の
書
と
思
わ
れ
る
タ
イ
ト
ル
を
略
記
し
、
こ
れ
が
書

店
に
あ
れ
ば
、
購
入
す
る
よ
う
に
人
見
忠
次
郎
に
依
頼
し
て
い
る
。

実
際
に
清
沢
が
こ
の
書
を
引
用
し
た
箇
所
は
見
当
た
ら
ず
、
読
ん

だ
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
同
書
は
道
徳
に
つ
い
て
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
要
訓
）
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
ド
イ
ツ
語

に
翻
訳
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
、
語
録
部
分
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
小
冊
子
で
あ
る
。

　
②
は
『
臘
扇
記
』
に
引
用
さ
れ
るD

iscourses of E
pictetus

（『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
臘
扇
記
』

の
引
用
の
頁
数
と
比
定
さ
れ
る
版
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ン
グ

訳
で
、
ロ
ン
ド
ン
のGeorge Bell and Sons

よ
り
発
行
さ
れ

た
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
出
版
年
次
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
に
よ
っ
て
異
な
る
（
一
八
七
七
・
一
八
八
八
・
一
八
九
〇
年
）。
こ

の
異
な
り
は
、
実
際
の
原
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。
こ
の
書
は
①
や
③
と
違
い
語
録
（D

iscourses

）
の
八
巻
中

現
存
す
る
四
巻
と
、
加
え
て
要
録
と
断
片
か
ら
な
る
大
部
な
も
の

で
あ
る
。
こ
の
書
と
清
沢
の
関
係
を
論
じ
る
研
究
は
、
す
で
に
い

く
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
。

　
③
は
本
研
究
で
取
り
扱
う
、
明
治
三
五
年
に
入
手
し
たT

he 
T
eaching of E

pictetus

（『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』）
で
あ
る
。
こ
の
書

に
つ
い
て
、
安
冨
や
西
本
は
、「
清
沢
満
之
所
蔵
」
と
書
か
れ
た

本
書
が
大
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

満
之
自
身
の
論
稿
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
の
「
然
る
に
本
年
（
明

治
三
五
年
）
五
月
に
至
り
、
更
に
同
一
人
の
手
を
経
て
、「
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
の
教
旨
」
と
云
ふ
一
本
を
得
ま
し
て
」
と
い
う
記
述
と
、

大
谷
大
学
所
蔵
本
の
書
入
れ
箇
所
の
時
期
が
符
合
し
て
い
る
こ
と

が
根
拠
で
あ
る
。

　
大
谷
大
学
所
蔵
本
の
見
開
き
の
書
入
れ
情
報
は
、「
明
治
卅
五

年
五
月
十
一
日
本
郷
区
本
郷
大
和
屋
ヨ
リ
購
入
／
清
沢
満
之
所

蔵
」
で
あ
り
、
こ
の
書
入
れ
に
よ
り
、
明
治
三
五
年
五
月
一
一
月

に
清
沢
が
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
も
う
一
頁
め
く
る
と
、
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病
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膏
肓
已
十
年
　
欽
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護
法
志
最

堅
　
精
神
界
裏
性
霊
在
　
談
読
遺
文

金
玉
篇

為
法
提
携
二
十
年

　
金
蘭
情
緒
永
聨
錦

西
京
分
手
百
余
日
　
生
別
死
離
歎
業
天

　
　
　
　
　
南
條
碩
果

と
、
清
沢
の
友
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
南
條
文
雄
が
清
沢
の
死
を

悼
み
、
回
想
し
た
漢
詩
が
書
入
れ
て
あ
る
。

　
次
に
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
構
成
は
、
ロ
ー
レ
ス
ト
ン
の
手

に
よ
っ
て
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
（
要
録
）
の
言
説
を
瓦
解
し
、

そ
れ
ら
を
全
五
巻
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
配
当
し
、
各
章
に

「
語
録
」（
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
）
や
「
断
片
」（
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
）
か
ら

肉
付
け
を
し
て
英
訳
し
た
書
物
で
あ
る
。
全
五
巻
の
主
題
区
分
は
、

一
巻
「
ス
ト
ア
哲
学
の
第
一
原
理
に
つ
い
て
扱
う
こ
と
」、
二
巻

「
こ
れ
ら
の
原
理
の
生
活
へ
の
一
般
的
応
用
を
扱
う
こ
と
」、
三

巻
「
同
胞
と
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
」、
四
巻
「
神
と
の
関
係
に

つ
い
て
」、
五
巻
は
「
数
個
の
結
章
を
除
い
て
は
、
大
部
分
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
行
動
に
か
ん
す
る
実
践
的
な
助
言
や
、

そ
の
能
力
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
付
随
的
意
見
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
ロ
ー
レ
ス
ト
ン
は
自
ら
『
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
』
を
記
し
た
意
図
と
し
て
、

『
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
』
は
要
約
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
そ
の
種
の
他
の
作
品
よ
り
も
特
段
と
人
の
感
情
を
駆
り
立

て
る
力
強
さ
を
も
っ
て
い
る
が
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
が
実
際
に

教
え
を
説
く
な
か
で
示
し
た
、
興
味
深
い
暗
示
、
思
慮
、

ユ
ー
モ
ア
、
雄
弁
の
連
発
、
突
発
で
鋭
い
語
り
方
、
個
人
的

感
情
の
鮮
や
か
な
告
白
の
数
々
を
、
我
々
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

価
値
を
見
、
関
心
を
も
つ
者
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
で
き
る
限

り
近
づ
け
る
よ
う
に
、『
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
』
と
『
論

集
（
語
録
）』
か
ら
、
両
方
の
利
点
を
有
す
る
第
三
の
作
品

を
作
り
出
す
必
要
が
あ
っ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
原
文
に
正
確
な
訳
書
で
は
な
く
、

か
な
り
手
の
込
ん
だ
編
集
を
加
え
た
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
の
英
訳
書

で
あ
り
、
第
三
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
つ

い
て
、『
人
生
談
義
』
の
訳
者
で
あ
る
鹿
野
治
助
は
、「
相
当
主
観

的
に
構
成
し
た
抄
訳
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
研
究
と
し
て
は
、
史
料
的
価
値
の
低
い
テ
ク
ス
ト
と
し
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西
本
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
関
連
の
書
物
に
つ
い

て
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
な
ど
の
西
洋
哲
学
史
研
究
の
資
料
に

あ
ら
わ
れ
る
ス
ト
ア
哲
学
の
解
説
を
除
い
て
、
三
点
手
に
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。

　
①
は
明
治
二
五
年
一
一
月
二
六
日
の
書
簡
の
記
述
か
ら
、
レ
ク

ラ
ム
出
版
の
世
界
文
庫
（U

niversal Bibliothek

）
の
二
〇
〇
一
番
、

E
piktets H

andbüchlein der M
oral

と
推
定
で
き
る
。
ド
イ

ツ
語
訳
の
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
（
ア
リ
ア
ヌ
ス
が
要
約
し
た
短
い
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
も
の
）
で
あ
る
。
清
沢
は

書
簡
で
、
こ
の
書
と
思
わ
れ
る
タ
イ
ト
ル
を
略
記
し
、
こ
れ
が
書

店
に
あ
れ
ば
、
購
入
す
る
よ
う
に
人
見
忠
次
郎
に
依
頼
し
て
い
る
。

実
際
に
清
沢
が
こ
の
書
を
引
用
し
た
箇
所
は
見
当
た
ら
ず
、
読
ん

だ
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
同
書
は
道
徳
に
つ
い
て
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
要
訓
）
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
ド
イ
ツ
語

に
翻
訳
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
、
語
録
部
分
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
小
冊
子
で
あ
る
。

　
②
は
『
臘
扇
記
』
に
引
用
さ
れ
るD

iscourses of E
pictetus

（『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
臘
扇
記
』

の
引
用
の
頁
数
と
比
定
さ
れ
る
版
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ン
グ

訳
で
、
ロ
ン
ド
ン
のGeorge Bell and Sons

よ
り
発
行
さ
れ

た
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
出
版
年
次
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
に
よ
っ
て
異
な
る
（
一
八
七
七
・
一
八
八
八
・
一
八
九
〇
年
）。
こ

の
異
な
り
は
、
実
際
の
原
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。
こ
の
書
は
①
や
③
と
違
い
語
録
（D

iscourses

）
の
八
巻
中

現
存
す
る
四
巻
と
、
加
え
て
要
録
と
断
片
か
ら
な
る
大
部
な
も
の

で
あ
る
。
こ
の
書
と
清
沢
の
関
係
を
論
じ
る
研
究
は
、
す
で
に
い

く
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
。

　
③
は
本
研
究
で
取
り
扱
う
、
明
治
三
五
年
に
入
手
し
たT

he 
T
eaching of E

pictetus

（『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』）
で
あ
る
。
こ
の
書

に
つ
い
て
、
安
冨
や
西
本
は
、「
清
沢
満
之
所
蔵
」
と
書
か
れ
た

本
書
が
大
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

満
之
自
身
の
論
稿
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
の
「
然
る
に
本
年
（
明

治
三
五
年
）
五
月
に
至
り
、
更
に
同
一
人
の
手
を
経
て
、「
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
の
教
旨
」
と
云
ふ
一
本
を
得
ま
し
て
」
と
い
う
記
述
と
、

大
谷
大
学
所
蔵
本
の
書
入
れ
箇
所
の
時
期
が
符
合
し
て
い
る
こ
と

が
根
拠
で
あ
る
。

　
大
谷
大
学
所
蔵
本
の
見
開
き
の
書
入
れ
情
報
は
、「
明
治
卅
五

年
五
月
十
一
日
本
郷
区
本
郷
大
和
屋
ヨ
リ
購
入
／
清
沢
満
之
所

蔵
」
で
あ
り
、
こ
の
書
入
れ
に
よ
り
、
明
治
三
五
年
五
月
一
一
月

に
清
沢
が
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
も
う
一
頁
め
く
る
と
、
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天

　
　
　
　
　
南
條
碩
果

と
、
清
沢
の
友
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
南
條
文
雄
が
清
沢
の
死
を

悼
み
、
回
想
し
た
漢
詩
が
書
入
れ
て
あ
る
。

　
次
に
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
構
成
は
、
ロ
ー
レ
ス
ト
ン
の
手

に
よ
っ
て
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
（
要
録
）
の
言
説
を
瓦
解
し
、

そ
れ
ら
を
全
五
巻
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
配
当
し
、
各
章
に

「
語
録
」（
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
）
や
「
断
片
」（
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
）
か
ら

肉
付
け
を
し
て
英
訳
し
た
書
物
で
あ
る
。
全
五
巻
の
主
題
区
分
は
、

一
巻
「
ス
ト
ア
哲
学
の
第
一
原
理
に
つ
い
て
扱
う
こ
と
」、
二
巻

「
こ
れ
ら
の
原
理
の
生
活
へ
の
一
般
的
応
用
を
扱
う
こ
と
」、
三

巻
「
同
胞
と
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
」、
四
巻
「
神
と
の
関
係
に

つ
い
て
」、
五
巻
は
「
数
個
の
結
章
を
除
い
て
は
、
大
部
分
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
行
動
に
か
ん
す
る
実
践
的
な
助
言
や
、

そ
の
能
力
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
付
随
的
意
見
が
含
ま
れ

て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
ロ
ー
レ
ス
ト
ン
は
自
ら
『
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
』
を
記
し
た
意
図
と
し
て
、

『
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
』
は
要
約
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
そ
の
種
の
他
の
作
品
よ
り
も
特
段
と
人
の
感
情
を
駆
り
立

て
る
力
強
さ
を
も
っ
て
い
る
が
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
が
実
際
に

教
え
を
説
く
な
か
で
示
し
た
、
興
味
深
い
暗
示
、
思
慮
、

ユ
ー
モ
ア
、
雄
弁
の
連
発
、
突
発
で
鋭
い
語
り
方
、
個
人
的

感
情
の
鮮
や
か
な
告
白
の
数
々
を
、
我
々
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

価
値
を
見
、
関
心
を
も
つ
者
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
で
き
る
限

り
近
づ
け
る
よ
う
に
、『
エ
ン
ケ
イ
リ
デ
ィ
オ
ン
』
と
『
論

集
（
語
録
）』
か
ら
、
両
方
の
利
点
を
有
す
る
第
三
の
作
品

を
作
り
出
す
必
要
が
あ
っ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
原
文
に
正
確
な
訳
書
で
は
な
く
、

か
な
り
手
の
込
ん
だ
編
集
を
加
え
た
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
の
英
訳
書

で
あ
り
、
第
三
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
つ

い
て
、『
人
生
談
義
』
の
訳
者
で
あ
る
鹿
野
治
助
は
、「
相
当
主
観

的
に
構
成
し
た
抄
訳
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
研
究
と
し
て
は
、
史
料
的
価
値
の
低
い
テ
ク
ス
ト
と
し
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て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
清
沢
周
辺
と
し
て
の

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
、
清
沢
の
友
人
で
あ
る
稲
葉
が
日
本
で
最

初
に
翻
訳
し
重
視
さ
れ
て
る
。

清
沢
の
読
ん
だ
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
の

消
息
に
つ
い
て
の
難
点

　
①
の
ド
イ
ツ
語
訳
は
手
に
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。
本
章
で
は
清

沢
、
住
田
智
見
、
吉
田
賢
龍
の
証
言
を
も
と
に
、
清
沢
が
②
『
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
』
や
③
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ

の
か
を
考
察
す
る
。

・
清
沢
満
之
の
言
葉

去
る
三
十
一
年
の
秋
に
、
東
京
へ
参
り
、
沢
柳
政
太
郎
氏
を

尋
ね
ま
し
た
節
、
フ
ト
其
書
架
中
に
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
講

話
」
と
題
す
る
一
書
を
発
見
し
ま
し
て
、
直
に
借
り
受
け
て

参
り
ま
し
て
、
爾
来
幾
回
も
之
を
通
読
し
、
其
の
意
義
に
就

い
て
知
人
に
も
話
し
抔
し
て
楽
ん
で
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
本
年
五
月
に
至
り
、
更
に
一
同
人
の
手
を
経
て
、

「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
旨
」
と
云
ふ
一
本
を
得
ま
し
て
、
之

を
も
反
復
読
誦
し
て
居
り
ま
す

・
住
田
智
見
の
言
葉

予
の
三
部
経
は
『
阿
含
経
』
と
『
歎
異
鈔
』
と
『
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
の
語
録
』
で
あ
る
。
…
…
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
は
、
先

年
来
、
沢
柳
氏
に
借
り
て
ゐ
た
が
、
氏
が
洋
行
せ
ら
る
ゝ
に

就
い
て
持
つ
て
行
か
れ
た
。
所
が
此
頃
独
逸
で
購
得
し
て
贈

つ
て
下
さ
れ
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

※
参
照
：
沢
柳
の
洋
行
に
つ
い
て

明
治
三
五
年
七
月
十
二
日
、
第
十
三
回
万
国
東
洋
学
会
会
議
に

出
発
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
）

翌
年
三
月
二
十
八
日
、
帰
国

・
吉
田
賢
龍
の
言
葉

清
沢
先
生
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ー
ス
を
非
常
に
愛
読
せ
ら
れ
て
、

所
持
し
て
居
ら
れ
る
其
の
書
物
に
、
西
洋
第
一
の
書
と
開
巻

第
一
に
筆
太
々
と
書
き
付
け
ら
れ
、
人
に
も
之
を
読
む
こ
と

を
頻
り
に
推
奨
せ
ら
れ
た
訳
は
何
に
因
由
し
て
居
る
で
あ
ら

う
か
。

　
三
氏
の
言
葉
や
『
臘
扇
記
』
の
記
述
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
な
ど
を
参
照
し
、
弟
子
ら
の
証
言
が
す
べ

（

）
15

（

）
16

（

）
17

（

）
18

47

て
正
し
い
と
す
る
と
、
清
沢
は
以
下
の
よ
う
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の

書
に
ふ
れ
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

・
明
治
三
一
年
九
月
、
友
人
で
あ
っ
た
沢
柳
政
太
郎
よ
り
、『
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
借
り
受
け
た
。

・
明
治
三
二
年
九
月
、
関
根
仁
応
の
手
か
ら
清
沢
所
択
の
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
（『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
か
）
を
一
時
的
に
暁
烏
敏
へ
渡
し

た
。（『
関
根
仁
応
日
記
』）

・
明
治
三
五
年
五
月
、
同
じ
く
沢
柳
の
案
内
に
よ
っ
て
、『
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
東
京
の
本
屋
に
て
購
入
し
た
。

・
明
治
三
五
年
七
月
、
沢
柳
が
ド
イ
ツ
へ
い
く
よ
り
前
に
、『
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
』
は
沢
柳
に
返
却
し
た
。

・
そ
の
後
沢
柳
は
ド
イ
ツ
の
書
店
で
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
な
ん
ら
か

の
書
を
見
つ
け
た
の
で
、
そ
れ
を
購
入
し
清
沢
へ
贈
っ
た
。

・「
西
洋
第
一
の
書
」
と
書
き
付
け
ら
れ
た
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書

が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
』
に
は
な
い
。
ま
た
破
り
取
ら
れ
た
形
跡
も
な
い
。
よ
っ

て
も
う
一
点
ド
イ
ツ
か
ら
清
沢
へ
送
付
さ
れ
た
も
の
に
、「
西

洋
第
一
の
書
」
と
書
き
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

・
吉
田
の
よ
う
に
、「
西
洋
第
一
の
書
」
と
書
き
付
け
た
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
の
書
が
存
在
す
る
と
い
う
証
言
と
、
住
田
の
い
う
、
沢

柳
が
洋
行
後
（
明
治
三
五
年
七
月
）
に
購
入
し
清
沢
へ
贈
呈
し
た

書
が
あ
る
と
い
う
証
言
に
つ
い
て
、
現
在
確
認
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
し
か
し
推
定
で
き
る
こ
と
は
、
明
治
三
五
年
一
二
月
発
行
「
エ

ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
の
中
の
「
他
人
の
過
失
に
対
し
て
怒
る
べ
か
ら

ず
」
の
抄
訳
内
容
が
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
よ
り
も
、
沢
柳
に
返
却

し
た
は
ず
の
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
に
近
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
も

う
一
度
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
の
よ
う
な
書
を
三
五
年
七
月
以
降
に

沢
柳
か
ら
贈
ら
れ
、
両
書
と
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
他
人
の
過
失
に
対
し
て
怒
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
う
箇
所
の
両
書
の
比
較
を
す
る
と
、『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』

第
一
巻
第
一
八
章
「T

H
A
T
 W
E O

U
GH
T
 N
O
T
 T
O
 BE 

A
N
GRY

 
W
IT
H
 
T
H
E 
ERRO

RS 
(FA
U
LT
S) 
O
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O
T
H
ERS.

」（
他
人
の
過
失
に
対
し
て
怒
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
）
と
あ
り
、
一
方
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
該
当
箇
所
は
第
二
巻
第

一
一
章
「H

O
W
 
W
E 
SH
O
U
LD
 
BEA

R 
O
U
RSELV

ES 
T
O
W
A
RD
S EV

IL M
EN
.

」（
悪
人
に
対
し
て
如
何
に
振
る
舞
う
べ

き
か
）
と
あ
る
の
で
、
清
沢
の
訳
は
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
に
近
い
。

清
沢
が
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
の
中
で
翻
訳
し
た
本
文
も
同
様
に

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
に
明
確
に
近
い
。
こ
こ
か
ら
沢
柳
が
洋
行
後

に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
を
清
沢
に
贈
っ
た
と
い
う
住
田
の
証
言
は
、

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
清
沢
周
辺
と
し
て
の

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
、
清
沢
の
友
人
で
あ
る
稲
葉
が
日
本
で
最

初
に
翻
訳
し
重
視
さ
れ
て
る
。

清
沢
の
読
ん
だ
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
の

消
息
に
つ
い
て
の
難
点

　
①
の
ド
イ
ツ
語
訳
は
手
に
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。
本
章
で
は
清

沢
、
住
田
智
見
、
吉
田
賢
龍
の
証
言
を
も
と
に
、
清
沢
が
②
『
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
』
や
③
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ

の
か
を
考
察
す
る
。

・
清
沢
満
之
の
言
葉

去
る
三
十
一
年
の
秋
に
、
東
京
へ
参
り
、
沢
柳
政
太
郎
氏
を

尋
ね
ま
し
た
節
、
フ
ト
其
書
架
中
に
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
講

話
」
と
題
す
る
一
書
を
発
見
し
ま
し
て
、
直
に
借
り
受
け
て

参
り
ま
し
て
、
爾
来
幾
回
も
之
を
通
読
し
、
其
の
意
義
に
就

い
て
知
人
に
も
話
し
抔
し
て
楽
ん
で
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
本
年
五
月
に
至
り
、
更
に
一
同
人
の
手
を
経
て
、

「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
教
旨
」
と
云
ふ
一
本
を
得
ま
し
て
、
之

を
も
反
復
読
誦
し
て
居
り
ま
す

・
住
田
智
見
の
言
葉

予
の
三
部
経
は
『
阿
含
経
』
と
『
歎
異
鈔
』
と
『
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
の
語
録
』
で
あ
る
。
…
…
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
』
は
、
先

年
来
、
沢
柳
氏
に
借
り
て
ゐ
た
が
、
氏
が
洋
行
せ
ら
る
ゝ
に

就
い
て
持
つ
て
行
か
れ
た
。
所
が
此
頃
独
逸
で
購
得
し
て
贈

つ
て
下
さ
れ
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

※
参
照
：
沢
柳
の
洋
行
に
つ
い
て

明
治
三
五
年
七
月
十
二
日
、
第
十
三
回
万
国
東
洋
学
会
会
議
に

出
発
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
）

翌
年
三
月
二
十
八
日
、
帰
国

・
吉
田
賢
龍
の
言
葉

清
沢
先
生
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ー
ス
を
非
常
に
愛
読
せ
ら
れ
て
、

所
持
し
て
居
ら
れ
る
其
の
書
物
に
、
西
洋
第
一
の
書
と
開
巻

第
一
に
筆
太
々
と
書
き
付
け
ら
れ
、
人
に
も
之
を
読
む
こ
と

を
頻
り
に
推
奨
せ
ら
れ
た
訳
は
何
に
因
由
し
て
居
る
で
あ
ら

う
か
。

　
三
氏
の
言
葉
や
『
臘
扇
記
』
の
記
述
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
な
ど
を
参
照
し
、
弟
子
ら
の
証
言
が
す
べ
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て
正
し
い
と
す
る
と
、
清
沢
は
以
下
の
よ
う
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の

書
に
ふ
れ
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

・
明
治
三
一
年
九
月
、
友
人
で
あ
っ
た
沢
柳
政
太
郎
よ
り
、『
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
借
り
受
け
た
。

・
明
治
三
二
年
九
月
、
関
根
仁
応
の
手
か
ら
清
沢
所
択
の
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
（『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
か
）
を
一
時
的
に
暁
烏
敏
へ
渡
し

た
。（『
関
根
仁
応
日
記
』）

・
明
治
三
五
年
五
月
、
同
じ
く
沢
柳
の
案
内
に
よ
っ
て
、『
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
東
京
の
本
屋
に
て
購
入
し
た
。

・
明
治
三
五
年
七
月
、
沢
柳
が
ド
イ
ツ
へ
い
く
よ
り
前
に
、『
デ

ィ
ス
コ
ー
ス
』
は
沢
柳
に
返
却
し
た
。

・
そ
の
後
沢
柳
は
ド
イ
ツ
の
書
店
で
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
な
ん
ら
か

の
書
を
見
つ
け
た
の
で
、
そ
れ
を
購
入
し
清
沢
へ
贈
っ
た
。

・「
西
洋
第
一
の
書
」
と
書
き
付
け
ら
れ
た
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書

が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
』
に
は
な
い
。
ま
た
破
り
取
ら
れ
た
形
跡
も
な
い
。
よ
っ

て
も
う
一
点
ド
イ
ツ
か
ら
清
沢
へ
送
付
さ
れ
た
も
の
に
、「
西

洋
第
一
の
書
」
と
書
き
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

・
吉
田
の
よ
う
に
、「
西
洋
第
一
の
書
」
と
書
き
付
け
た
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
の
書
が
存
在
す
る
と
い
う
証
言
と
、
住
田
の
い
う
、
沢

柳
が
洋
行
後
（
明
治
三
五
年
七
月
）
に
購
入
し
清
沢
へ
贈
呈
し
た

書
が
あ
る
と
い
う
証
言
に
つ
い
て
、
現
在
確
認
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　
し
か
し
推
定
で
き
る
こ
と
は
、
明
治
三
五
年
一
二
月
発
行
「
エ

ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
の
中
の
「
他
人
の
過
失
に
対
し
て
怒
る
べ
か
ら

ず
」
の
抄
訳
内
容
が
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
よ
り
も
、
沢
柳
に
返
却

し
た
は
ず
の
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
に
近
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
も

う
一
度
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
の
よ
う
な
書
を
三
五
年
七
月
以
降
に

沢
柳
か
ら
贈
ら
れ
、
両
書
と
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
他
人
の
過
失
に
対
し
て
怒
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
う
箇
所
の
両
書
の
比
較
を
す
る
と
、『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』

第
一
巻
第
一
八
章
「T

H
A
T
 W
E O

U
GH
T
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O
T
 T
O
 BE 

A
N
GRY

 
W
IT
H
 
T
H
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RS 
(FA
U
LT
S) 
O
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O
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」（
他
人
の
過
失
に
対
し
て
怒
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
）
と
あ
り
、
一
方
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
該
当
箇
所
は
第
二
巻
第

一
一
章
「H

O
W
 
W
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SH
O
U
LD
 
BEA

R 
O
U
RSELV

ES 
T
O
W
A
RD
S EV

IL M
EN
.

」（
悪
人
に
対
し
て
如
何
に
振
る
舞
う
べ

き
か
）
と
あ
る
の
で
、
清
沢
の
訳
は
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
に
近
い
。

清
沢
が
「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」
の
中
で
翻
訳
し
た
本
文
も
同
様
に

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
に
明
確
に
近
い
。
こ
こ
か
ら
沢
柳
が
洋
行
後

に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
書
を
清
沢
に
贈
っ
た
と
い
う
住
田
の
証
言
は
、

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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付
言
す
る
と
、
明
治
三
五
年
の
『
当
用
日
記
抄
』
に
は
清
沢
の

抜
き
書
き
し
た
英
文
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
『
デ
ィ
ス
コ
ー

ス
』
か
ら
の
引
用
と
い
え
る
。
た
だ
『
当
用
日
記
抄
』
は
原
本
が

な
く
、
月
日
が
記
さ
れ
な
い
の
で
、
沢
柳
に
返
却
す
る
前
（
三
五

年
七
月
以
前
）
の
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
住
田
や
吉
田
の
証
言
に
従
え
ば
、
清
沢
は

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
一
時
期
手
放
し
た
が
、
沢
柳
か
ら
送
ら
れ

て
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
と
と
も
に
最
後
ま
で
愛
読
し
た
可
能
性

が
高
い
。

　
ま
た
両
書
を
共
に
愛
読
し
た
直
接
の
根
拠
で
は
な
い
が
、
清
沢

の
一
周
忌
の
様
子
を
伝
え
る
、
多
田
鼎
の
文
章
に
は
、
東
京
の
曙

町
浩
々
洞
の
清
沢
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
部
屋
に
、『
阿
含
経
』

や
『
歎
異
抄
』
と
一
緒
に
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
語
録
』『
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
の
教
訓
』、
同
訳
書
（
清
沢
の
死
後
出
版
さ
れ
た
稲
葉
昌
丸

訳
）
を
置
い
て
法
要
を
勤
め
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
こ
に
あ
る

『
語
録
』
と
『
教
訓
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
と

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
清
沢
が
普
段
読

ん
で
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
た
だ
し
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
の
、
現
物
は
「
西
方
寺
蔵
書
目

録
」
に
も
確
認
で
き
な
い
。
最
も
確
か
な
こ
と
は
、『
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
』
が
大
谷
大
学
図
書
館
に
現
存
す
る
こ
と
と
、
清
沢
の
死
後
、

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
清
沢
の
手
沢
の
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
清
沢
手
沢
本
と

し
て
唯
一
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
研
究
が
も
つ
意
義
は
大
き
い

と
い
え
よ
う
。大

谷
大
学
所
蔵
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
清
沢
直
筆
の

書
入
れ
と
安
藤
州
一
の
視
点

　
清
沢
に
縁
の
深
か
っ
た
人
物
の
中
で
、
主
に
『
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
』
を
清
沢
の
手
沢
の
書
と
し
て
扱
っ
て
い
く
の
は
、
安
藤
州
一

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
安
藤
は
一
九
〇
二
年
七
月
に
東
京
東
片
町

の
浩
々
洞
へ
入
り
、
清
沢
に
、「
親
し
く
薫
陶
を
受
け
」
る
よ
う

に
な
る
八
月
か
ら
、
清
沢
が
真
宗
大
学
学
監
を
辞
職
し
て
大
浜
の

自
坊
（
西
方
寺
）
へ
帰
郷
す
る
一
一
月
ま
で
の
約
三
か
月
間
の
短

く
も
深
い
師
弟
の
対
話
を
伝
え
る
『
清
沢
先
生 

信
仰
坐
談
』
な

ど
の
著
作
を
残
し
た
。
安
藤
は
清
沢
の
死
後
『
精
神
界
』
紙
上
で
、

い
く
つ
か
の
清
沢
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
関
連
す
る
文
章
を
投
稿
し

て
い
る
。
安
藤
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
本
文
中
の
傍
点
や
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
書
入
れ
箇

所
が
、
清
沢
本
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に

そ
の
書
入
れ
が
清
沢
の
死
後
意
義
深
く
扱
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
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か
る
。
清
沢
と
同
時
代
を
生
き
た
安
藤
の
言
葉
は
、
清
沢
本
人
の

書
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
り
、
重
要
な
言
葉
で
あ
る
。

　
以
下
の
安
藤
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
、
清

沢
の
死
後
、
友
人
の
稲
葉
が
所
有
し
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
箇
所

な
ど
を
読
み
上
げ
、
清
沢
の
着
眼
点
で
あ
る
と
し
て
扱
わ
れ
、
親

し
ま
れ
た
。

稲
葉
先
生
は
、
先
師
御
存
命
中
、
親
し
く
閲
読
せ
ら
れ
た
る
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
遺
書
に
就
て
、
談
話
有
之
候
。

　
其
手
沢
の
書
に
由
て
見
れ
ば
、
先
師
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス

の
意
見
中
、
如
何
な
る
辺
に
、
尤
も
多
く
の
趣
味
を
有
せ
ら

れ
し
か
は
、
先
師
自
ら
其
本
に
附
せ
る
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
、

即
ち
横
線
の
有
無
に
由
て
、
之
を
窺
ふ
を
得
可
し
と
て
、
横

線
を
附
し
た
る
部
分
丈
を
読
み
上
け
ら
れ
し
が
、
其
部
分
は
、

疾
病
の
問
題
、
衣
食
の
問
題
、
妻
子
の
問
題
の
み
に
有
之
候
。

尤
も
此
三
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
死
の
問
題
は
常
に
附
随

す
る
が
故
に
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
所
論
に
就
て
先
師
の
尤
も

趣
味
を
有
せ
ら
れ
し
は
、
前
の
三
問
題
と
、
死
の
問
題
と
の

点
に
有
之
候
様
に
見
受
け
ら
れ
候
。
…
…
貧
困
に
由
て
死
し
、

疾
病
に
由
て
死
し
、
海
に
由
て
死
し
、
河
に
由
て
死
す
る
な

ど
の
事
は
、
尤
も
世
人
の
恐
怖
す
る
所
に
候
ふ
が
、
中
に
就

て
、
世
人
の
最
も
震
慓
す
る
所
は
、
迫
害
に
由
り
死
刑
に
処

せ
ら
れ
る
の
一
事
に
候
。
然
る
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
、
死
刑

に
関
し
て
、
最
も
痛
快
な
る
解
決
を
与
へ
ら
れ
候
。「
爾
、

実
を
聞
か
ん
と
欲
せ
ば
、
吾
、
爾
に
実
を
告
け
ん
。
何
如
な

る
暴
君
な
り
と
も
、
人
の
頭
を
刎
ぬ
る
に
六
ヶ
月
を
費
す
者

あ
ら
ん
や
、
さ
れ
ど
、
疾
病
は
屢
々
人
を
殺
す
に
一
年
を
費

す
也
、
さ
れ
ば
、
吾
人
が
幽
冥
界
に
赴
く
の
方
法
中
、
暴
君

に
由
て
施
さ
れ
た
る
死
刑
は
、
最
も
簡
便
喜
ぶ
可
き
の
方
法

也
」
と
言
ふ
に
至
て
は
、
宇
宙
己
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
を
苦
め

得
る
者
な
き
を
覚
へ
候
。
稲
葉
先
生
が
、
右
の
一
節
を
読
み

上
け
ら
れ
し
時
は
、
小
生
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
、
並
に
之
を

愛
読
せ
ら
れ
た
る
先
師
の
面
目
が
、
現
に
現
前
に
躍
動
せ
る

が
如
く
覚
え
候
。
…
…
曾
て
先
師
が
、「
予
は
憂
悶
に
会
す

る
時
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
を
読
め
ば
、
心
懐
頓
に
清
涼
な
る
を

覚
ゆ
」
と
仰
せ
ら
れ
し
由
、
敏
兄
よ
り
承
り
及
候
が
、
今
此

稲
葉
先
生
の
話
さ
れ
し
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
事
と
を
綜
合
す

れ
ば
、
先
師
の
常
に
現
在
安
住
を
説
か
れ
し
所
以
と
、
其
憂

悶
を
破
る
の
秘
鍵
も
、
大
略
想
像
し
得
ら
る
ゝ
事
に
候
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
沢
自
ら
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
引
い
た
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
清
沢
が
味
わ
っ
た
部
分
が
わ
か
る
と
い

（
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付
言
す
る
と
、
明
治
三
五
年
の
『
当
用
日
記
抄
』
に
は
清
沢
の

抜
き
書
き
し
た
英
文
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
『
デ
ィ
ス
コ
ー

ス
』
か
ら
の
引
用
と
い
え
る
。
た
だ
『
当
用
日
記
抄
』
は
原
本
が

な
く
、
月
日
が
記
さ
れ
な
い
の
で
、
沢
柳
に
返
却
す
る
前
（
三
五

年
七
月
以
前
）
の
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
住
田
や
吉
田
の
証
言
に
従
え
ば
、
清
沢
は

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を
一
時
期
手
放
し
た
が
、
沢
柳
か
ら
送
ら
れ

て
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
と
と
も
に
最
後
ま
で
愛
読
し
た
可
能
性

が
高
い
。

　
ま
た
両
書
を
共
に
愛
読
し
た
直
接
の
根
拠
で
は
な
い
が
、
清
沢

の
一
周
忌
の
様
子
を
伝
え
る
、
多
田
鼎
の
文
章
に
は
、
東
京
の
曙

町
浩
々
洞
の
清
沢
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
部
屋
に
、『
阿
含
経
』

や
『
歎
異
抄
』
と
一
緒
に
『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
語
録
』『
エ
ピ
ク

テ
タ
ス
の
教
訓
』、
同
訳
書
（
清
沢
の
死
後
出
版
さ
れ
た
稲
葉
昌
丸

訳
）
を
置
い
て
法
要
を
勤
め
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
こ
に
あ
る

『
語
録
』
と
『
教
訓
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
と

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
清
沢
が
普
段
読

ん
で
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
た
だ
し
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
の
、
現
物
は
「
西
方
寺
蔵
書
目

録
」
に
も
確
認
で
き
な
い
。
最
も
確
か
な
こ
と
は
、『
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
』
が
大
谷
大
学
図
書
館
に
現
存
す
る
こ
と
と
、
清
沢
の
死
後
、

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
清
沢
の
手
沢
の
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
清
沢
手
沢
本
と

し
て
唯
一
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
研
究
が
も
つ
意
義
は
大
き
い

と
い
え
よ
う
。大

谷
大
学
所
蔵
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
清
沢
直
筆
の

書
入
れ
と
安
藤
州
一
の
視
点

　
清
沢
に
縁
の
深
か
っ
た
人
物
の
中
で
、
主
に
『
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
』
を
清
沢
の
手
沢
の
書
と
し
て
扱
っ
て
い
く
の
は
、
安
藤
州
一

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
安
藤
は
一
九
〇
二
年
七
月
に
東
京
東
片
町

の
浩
々
洞
へ
入
り
、
清
沢
に
、「
親
し
く
薫
陶
を
受
け
」
る
よ
う

に
な
る
八
月
か
ら
、
清
沢
が
真
宗
大
学
学
監
を
辞
職
し
て
大
浜
の

自
坊
（
西
方
寺
）
へ
帰
郷
す
る
一
一
月
ま
で
の
約
三
か
月
間
の
短

く
も
深
い
師
弟
の
対
話
を
伝
え
る
『
清
沢
先
生 

信
仰
坐
談
』
な

ど
の
著
作
を
残
し
た
。
安
藤
は
清
沢
の
死
後
『
精
神
界
』
紙
上
で
、

い
く
つ
か
の
清
沢
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
関
連
す
る
文
章
を
投
稿
し

て
い
る
。
安
藤
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
本
文
中
の
傍
点
や
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
書
入
れ
箇

所
が
、
清
沢
本
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に

そ
の
書
入
れ
が
清
沢
の
死
後
意
義
深
く
扱
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
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か
る
。
清
沢
と
同
時
代
を
生
き
た
安
藤
の
言
葉
は
、
清
沢
本
人
の

書
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
り
、
重
要
な
言
葉
で
あ
る
。

　
以
下
の
安
藤
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
は
、
清

沢
の
死
後
、
友
人
の
稲
葉
が
所
有
し
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
箇
所

な
ど
を
読
み
上
げ
、
清
沢
の
着
眼
点
で
あ
る
と
し
て
扱
わ
れ
、
親

し
ま
れ
た
。

稲
葉
先
生
は
、
先
師
御
存
命
中
、
親
し
く
閲
読
せ
ら
れ
た
る
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
遺
書
に
就
て
、
談
話
有
之
候
。

　
其
手
沢
の
書
に
由
て
見
れ
ば
、
先
師
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス

の
意
見
中
、
如
何
な
る
辺
に
、
尤
も
多
く
の
趣
味
を
有
せ
ら

れ
し
か
は
、
先
師
自
ら
其
本
に
附
せ
る
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
、

即
ち
横
線
の
有
無
に
由
て
、
之
を
窺
ふ
を
得
可
し
と
て
、
横

線
を
附
し
た
る
部
分
丈
を
読
み
上
け
ら
れ
し
が
、
其
部
分
は
、

疾
病
の
問
題
、
衣
食
の
問
題
、
妻
子
の
問
題
の
み
に
有
之
候
。

尤
も
此
三
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
死
の
問
題
は
常
に
附
随

す
る
が
故
に
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
所
論
に
就
て
先
師
の
尤
も

趣
味
を
有
せ
ら
れ
し
は
、
前
の
三
問
題
と
、
死
の
問
題
と
の

点
に
有
之
候
様
に
見
受
け
ら
れ
候
。
…
…
貧
困
に
由
て
死
し
、

疾
病
に
由
て
死
し
、
海
に
由
て
死
し
、
河
に
由
て
死
す
る
な

ど
の
事
は
、
尤
も
世
人
の
恐
怖
す
る
所
に
候
ふ
が
、
中
に
就

て
、
世
人
の
最
も
震
慓
す
る
所
は
、
迫
害
に
由
り
死
刑
に
処

せ
ら
れ
る
の
一
事
に
候
。
然
る
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
、
死
刑

に
関
し
て
、
最
も
痛
快
な
る
解
決
を
与
へ
ら
れ
候
。「
爾
、

実
を
聞
か
ん
と
欲
せ
ば
、
吾
、
爾
に
実
を
告
け
ん
。
何
如
な

る
暴
君
な
り
と
も
、
人
の
頭
を
刎
ぬ
る
に
六
ヶ
月
を
費
す
者

あ
ら
ん
や
、
さ
れ
ど
、
疾
病
は
屢
々
人
を
殺
す
に
一
年
を
費

す
也
、
さ
れ
ば
、
吾
人
が
幽
冥
界
に
赴
く
の
方
法
中
、
暴
君

に
由
て
施
さ
れ
た
る
死
刑
は
、
最
も
簡
便
喜
ぶ
可
き
の
方
法

也
」
と
言
ふ
に
至
て
は
、
宇
宙
己
に
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
を
苦
め

得
る
者
な
き
を
覚
へ
候
。
稲
葉
先
生
が
、
右
の
一
節
を
読
み

上
け
ら
れ
し
時
は
、
小
生
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
、
並
に
之
を

愛
読
せ
ら
れ
た
る
先
師
の
面
目
が
、
現
に
現
前
に
躍
動
せ
る

が
如
く
覚
え
候
。
…
…
曾
て
先
師
が
、「
予
は
憂
悶
に
会
す

る
時
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
を
読
め
ば
、
心
懐
頓
に
清
涼
な
る
を

覚
ゆ
」
と
仰
せ
ら
れ
し
由
、
敏
兄
よ
り
承
り
及
候
が
、
今
此

稲
葉
先
生
の
話
さ
れ
し
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
事
と
を
綜
合
す

れ
ば
、
先
師
の
常
に
現
在
安
住
を
説
か
れ
し
所
以
と
、
其
憂

悶
を
破
る
の
秘
鍵
も
、
大
略
想
像
し
得
ら
る
ゝ
事
に
候
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
沢
自
ら
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
引
い
た
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
清
沢
が
味
わ
っ
た
部
分
が
わ
か
る
と
い
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う
談
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
安
藤
が
紹
介
し
た

箇
所
を
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
か
ら
調
べ
て
い
く

と
、
引
用
で
網
掛
け
を
し
た
「
爾
、
実
を
…
…
方
法
也
」
の
箇
所

に
該
当
す
る
原
文
（『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
四
八
頁
）
に
は
、
以
下
の

よ
う
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
る
。

But w
e perish by the sw

ord, or the w
heel, or the 

sea, or the tile of a roof, or a tyrant. W
hat m

atters 
it by w

hat road thou goest dow
n into H

ades? they 
are all equal. But if thou w

ilt hear the truth, the 
w
ay the tyrant sends thee is the shortest. N

ever 
did any tyrant cut a m

an’s throat in six m
onths, 

but a fever w
ill often be a year killing him

. A
ll 

these things are but noise, and a clatter of em
pty 

nam
es. 

　
こ
の
英
文
を
み
る
と
、
安
藤
の
日
本
語
訳
は
思
い
切
っ
た
意
訳

で
あ
る
が
、
お
よ
そ
こ
こ
に
引
用
し
た
英
文
へ
の
清
沢
の
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
清
沢
は
こ
の
箇
所

に
一
種
の
感
銘
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
文
は
「
し
か
し
我
々
は
、
剣
や
車
輪
や
海
や
屋
根
の
瓦
や
そ
し

て
暴
君
に
よ
っ
て
死
ぬ
。
あ
な
た
が
死
の
世
界
へ
落
ち
ゆ
く
道
が

ど
う
だ
と
い
う
の
だ
？
皆
同
じ
さ
。
だ
が
も
し
あ
な
た
が
真
実
を

聞
こ
う
と
す
る
の
な
ら
、
暴
君
が
あ
な
た
を
（
死
へ
と
）
運
ぶ
方

法
は
も
っ
と
も
短
い
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
暴
君
も
六
ヶ
月
も
か

け
て
人
の
の
ど
首
を
は
ね
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
が
、
熱
病
は
し

ば
し
ば
あ
な
た
を
殺
す
こ
と
に
一
年
か
か
る
だ
ろ
う
。
す
べ
て
こ

れ
ら
の
こ
と
は
騒
音
に
過
ぎ
ず
、
空
し
い
名
称
の
騒
々
し
い
響
き

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
晩
年
の
清
沢
は
自
身
の
結
核
と
い
う
病
と
向
き
合
い
、
自
身
の

死
を
感
じ
つ
つ
生
き
る
中
で
、「
死
の
問
題
」
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
し
、
自
ら
が
病
に

よ
っ
て
死
を
迎
え
る
と
い
う
感
覚
は
迫
り
く
る
も
の
と
し
て
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
清
沢
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
箇
所
は
、
人

の
死
に
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
幸
・
不
幸
は
な
く
そ
れ
ら
は

名
称
の
違
い
の
み
で
あ
っ
て
、
死
に
方
で
人
を
差
別
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
を
説
い
た
内
容
と
い
え
る
。
自
身
の
死
へ
の
お
そ

れ
や
苦
悩
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
で
あ
れ
持
っ
て
い
る
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
も
し
自
身
の
死
へ
の
境
遇
を
不
幸
で
あ
る
な
ど
の

負
の
付
加
価
値
を
つ
け
て
判
断
し
て
い
く
な
ら
ば
、
人
は
そ
の
境

遇
へ
の
さ
ら
な
る
歎
き
と
苦
悩
を
増
幅
し
て
い
っ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。
安
藤
に
よ
れ
ば
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
先
の
言
葉
は
、
死
へ
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の
境
遇
と
向
き
合
う
清
沢
に
と
っ
て
、「
心
懐
頓
に
清
涼
な
る
を

覚
ゆ
」
る
言
葉
と
し
て
親
し
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
以
下
の
安
藤
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に

清
沢
が
二
重
圏
点
や
黒
点
を
つ
け
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

先
生
の
御
読
み
に
な
つ
た
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
オ
ブ
、
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
』
を
拝
見
す
る
と
、
此
辺
の
消
息
が
よ
く
分
る
。

小
生
は
先
日
来
、
稲
葉
先
生
か
ら
、
清
沢
先
生
手
沢
の
『
エ

ピ
ク
テ
タ
ス
』
を
借
り
得
て
、
其
一
斑
を
窺
ふ
て
見
た
が
、

二
重
圏
点
や
、
横
線
を
附
し
て
あ
る
の
で
、
那
辺
に
先
生
が

趣
味
を
有
し
て
御
座
ら
れ
た
か
最
も
よ
く
分
る
こ
と
で
あ
る
。

一
寸
其
例
を
示
す
と
、「
或
人
曰
く
、
我
れ
に
銭
な
し
、
何

処
よ
り
麵
包
を
得
べ
き
か
」
と
い
ふ
所
に
は
、
先
生
は
二
重

の
圏
点
を
附
し
、
其
説
明
の
所
に
は
、
指
頭
大
の
黒
点
を
附

し
て
あ
る
。
ま
た
其
説
明
が
終
つ
て
、「
路
傍
の
乞
食
と
雖

も
、
尚
ほ
衣
食
す
る
に
非
ず
や
、
汝
は
何
等
の
能
力
も
な
き

か
、
門
番
も
勤
ま
ら
ぬ
か
、
子
守
り
も
出
来
ぬ
か
」
と
結
ん

で
、
其
次
に
、「
然
か
し
乍
ら
、
そ
ん
な
仕
事
は
恥
か
し
い

で
は
な
い
か
」
と
問
端
を
起
し
、
そ
れ
に
答
へ
て
、「
然
ら

ば
汝
は
、
恥
か
し
い
と
云
ふ
事
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か

を
第
一
に
学
ん
で
、
然
る
後
に
哲
学
者
と
称
せ
よ
」
と
云
ふ

一
段
に
は
、
や
は
り
指
頭
大
の
黒
点
を
附
し
て
あ
る
。
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
氏
は
、
充
分
に
急
所
を
突
い
て
、
そ
こ
に
手
当
の

法
を
示
し
て
あ
る
。
其
手
当
が
ま
た
、
包
丁
の
牛
を
解
く
や

う
に
、
誠
に
爽
快
を
極
め
て
居
る
。
是
れ
が
先
生
が
西
洋
第

一
の
書
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
或
人
曰
く
、
我
れ
に
銭
な
し
、
何
処
よ
り
麵
包
を
得
べ

き
か
」
の
箇
所
に
二
重
圏
点
が
あ
る
と
い
う
。
実
際
に
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
の
六
四
か
ら
六
五
頁
を
参
照
す
る
と
、「
◎ But I 

have no m
oney, saith one; w

hence shall I have bread to 
eat?

」
と
安
藤
の
指
摘
通
り
に
二
重
圏
点
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に

は
「
● 2. A

rt thou not asham
ed to be m

ore cow
ardly 

and spiritless than fugitive slaves are?......

」
と
黒
点
が
記

さ
れ
る
。

　
「
路
傍
の
乞
食
と
雖
も
、
尚
ほ
衣
食
す
る
に
非
ず
や
、
汝
は
何

等
の
能
力
も
な
き
か
、
門
番
も
勤
ま
ら
ぬ
か
、
子
守
り
も
出
来
ぬ

か
」（「H

ow
 seldom

 is it that a beggar is seen that is not an 

old m
an, and even of exceeding age? but freezing by night 

and day, lying on the ground, and eating only w
hat is barely 

necessary, they com
e near to being unable to die. Canst thou 

（

）
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う
談
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
安
藤
が
紹
介
し
た

箇
所
を
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
か
ら
調
べ
て
い
く

と
、
引
用
で
網
掛
け
を
し
た
「
爾
、
実
を
…
…
方
法
也
」
の
箇
所

に
該
当
す
る
原
文
（『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
四
八
頁
）
に
は
、
以
下
の

よ
う
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
る
。

But w
e perish by the sw

ord, or the w
heel, or the 

sea, or the tile of a roof, or a tyrant. W
hat m

atters 
it by w

hat road thou goest dow
n into H

ades? they 
are all equal. But if thou w

ilt hear the truth, the 
w
ay the tyrant sends thee is the shortest. N

ever 
did any tyrant cut a m

an’s throat in six m
onths, 

but a fever w
ill often be a year killing him

. A
ll 

these things are but noise, and a clatter of em
pty 

nam
es. 

　
こ
の
英
文
を
み
る
と
、
安
藤
の
日
本
語
訳
は
思
い
切
っ
た
意
訳

で
あ
る
が
、
お
よ
そ
こ
こ
に
引
用
し
た
英
文
へ
の
清
沢
の
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
清
沢
は
こ
の
箇
所

に
一
種
の
感
銘
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
文
は
「
し
か
し
我
々
は
、
剣
や
車
輪
や
海
や
屋
根
の
瓦
や
そ
し

て
暴
君
に
よ
っ
て
死
ぬ
。
あ
な
た
が
死
の
世
界
へ
落
ち
ゆ
く
道
が

ど
う
だ
と
い
う
の
だ
？
皆
同
じ
さ
。
だ
が
も
し
あ
な
た
が
真
実
を

聞
こ
う
と
す
る
の
な
ら
、
暴
君
が
あ
な
た
を
（
死
へ
と
）
運
ぶ
方

法
は
も
っ
と
も
短
い
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
暴
君
も
六
ヶ
月
も
か

け
て
人
の
の
ど
首
を
は
ね
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
が
、
熱
病
は
し

ば
し
ば
あ
な
た
を
殺
す
こ
と
に
一
年
か
か
る
だ
ろ
う
。
す
べ
て
こ

れ
ら
の
こ
と
は
騒
音
に
過
ぎ
ず
、
空
し
い
名
称
の
騒
々
し
い
響
き

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
晩
年
の
清
沢
は
自
身
の
結
核
と
い
う
病
と
向
き
合
い
、
自
身
の

死
を
感
じ
つ
つ
生
き
る
中
で
、「
死
の
問
題
」
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
し
、
自
ら
が
病
に

よ
っ
て
死
を
迎
え
る
と
い
う
感
覚
は
迫
り
く
る
も
の
と
し
て
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
清
沢
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
箇
所
は
、
人

の
死
に
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
幸
・
不
幸
は
な
く
そ
れ
ら
は

名
称
の
違
い
の
み
で
あ
っ
て
、
死
に
方
で
人
を
差
別
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
を
説
い
た
内
容
と
い
え
る
。
自
身
の
死
へ
の
お
そ

れ
や
苦
悩
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
で
あ
れ
持
っ
て
い
る
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
も
し
自
身
の
死
へ
の
境
遇
を
不
幸
で
あ
る
な
ど
の

負
の
付
加
価
値
を
つ
け
て
判
断
し
て
い
く
な
ら
ば
、
人
は
そ
の
境

遇
へ
の
さ
ら
な
る
歎
き
と
苦
悩
を
増
幅
し
て
い
っ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。
安
藤
に
よ
れ
ば
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
先
の
言
葉
は
、
死
へ
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の
境
遇
と
向
き
合
う
清
沢
に
と
っ
て
、「
心
懐
頓
に
清
涼
な
る
を

覚
ゆ
」
る
言
葉
と
し
て
親
し
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
以
下
の
安
藤
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に

清
沢
が
二
重
圏
点
や
黒
点
を
つ
け
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

先
生
の
御
読
み
に
な
つ
た
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
オ
ブ
、
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
』
を
拝
見
す
る
と
、
此
辺
の
消
息
が
よ
く
分
る
。

小
生
は
先
日
来
、
稲
葉
先
生
か
ら
、
清
沢
先
生
手
沢
の
『
エ

ピ
ク
テ
タ
ス
』
を
借
り
得
て
、
其
一
斑
を
窺
ふ
て
見
た
が
、

二
重
圏
点
や
、
横
線
を
附
し
て
あ
る
の
で
、
那
辺
に
先
生
が

趣
味
を
有
し
て
御
座
ら
れ
た
か
最
も
よ
く
分
る
こ
と
で
あ
る
。

一
寸
其
例
を
示
す
と
、「
或
人
曰
く
、
我
れ
に
銭
な
し
、
何

処
よ
り
麵
包
を
得
べ
き
か
」
と
い
ふ
所
に
は
、
先
生
は
二
重

の
圏
点
を
附
し
、
其
説
明
の
所
に
は
、
指
頭
大
の
黒
点
を
附

し
て
あ
る
。
ま
た
其
説
明
が
終
つ
て
、「
路
傍
の
乞
食
と
雖

も
、
尚
ほ
衣
食
す
る
に
非
ず
や
、
汝
は
何
等
の
能
力
も
な
き

か
、
門
番
も
勤
ま
ら
ぬ
か
、
子
守
り
も
出
来
ぬ
か
」
と
結
ん

で
、
其
次
に
、「
然
か
し
乍
ら
、
そ
ん
な
仕
事
は
恥
か
し
い

で
は
な
い
か
」
と
問
端
を
起
し
、
そ
れ
に
答
へ
て
、「
然
ら

ば
汝
は
、
恥
か
し
い
と
云
ふ
事
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か

を
第
一
に
学
ん
で
、
然
る
後
に
哲
学
者
と
称
せ
よ
」
と
云
ふ

一
段
に
は
、
や
は
り
指
頭
大
の
黒
点
を
附
し
て
あ
る
。
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
氏
は
、
充
分
に
急
所
を
突
い
て
、
そ
こ
に
手
当
の

法
を
示
し
て
あ
る
。
其
手
当
が
ま
た
、
包
丁
の
牛
を
解
く
や

う
に
、
誠
に
爽
快
を
極
め
て
居
る
。
是
れ
が
先
生
が
西
洋
第

一
の
書
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
或
人
曰
く
、
我
れ
に
銭
な
し
、
何
処
よ
り
麵
包
を
得
べ

き
か
」
の
箇
所
に
二
重
圏
点
が
あ
る
と
い
う
。
実
際
に
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
の
六
四
か
ら
六
五
頁
を
参
照
す
る
と
、「
◎ But I 

have no m
oney, saith one; w

hence shall I have bread to 
eat?

」
と
安
藤
の
指
摘
通
り
に
二
重
圏
点
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に

は
「
● 2. A

rt thou not asham
ed to be m

ore cow
ardly 

and spiritless than fugitive slaves are?......

」
と
黒
点
が
記

さ
れ
る
。

　
「
路
傍
の
乞
食
と
雖
も
、
尚
ほ
衣
食
す
る
に
非
ず
や
、
汝
は
何

等
の
能
力
も
な
き
か
、
門
番
も
勤
ま
ら
ぬ
か
、
子
守
り
も
出
来
ぬ

か
」（「H

ow
 seldom

 is it that a beggar is seen that is not an 

old m
an, and even of exceeding age? but freezing by night 

and day, lying on the ground, and eating only w
hat is barely 

necessary, they com
e near to being unable to die. Canst thou 
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not transcribe w
ritings? canst thou not teach children? or be 

som
e m

an’s door-keeper?

」
の
辺
り
の
安
藤
意
訳
）
が
あ
り
、
そ
の

次
に
、「
然
し
乍
ら
、
そ
ん
な
仕
事
は
恥
か
し
い
で
は
な
い
か
」

（But it is sham
eful to com

e to such a necessity!

）
と
い
う
問
い

へ
の
哲
学
者
た
る
回
答
と
し
て
、「
然
ら
ば
汝
は
、
恥
か
し
い
と

云
ふ
事
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
第
一
に
学
ん
で
、
然
る
後

に
哲
学
者
と
称
せ
よ
」（T

hen first of all learn w
hat things are 

sham
eful, and afterw

ards all tell us thou art a philosopher.

）

と
述
べ
、
こ
の
文
章
の
処
に
は
指
頭
大
の
黒
点
が
あ
る
と
安
藤
は

い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
藤
の
指
摘
と
、
実
際
は
若
干
ず
れ
て
、

そ
の
一
行
下
に
「
● 3. Is that sham
eful to thee w

hich is 
not thine 

…
…
」
と
あ
る
。

　
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
該
当
箇
所
で
、
清
沢
が
黒
点
《
●
》
を

つ
け
た
意
図
と
し
て
は
、
筆
者
の
意
見
と
し
て
は
、
黒
点
は
1
、

2
、
3
、
と
い
っ
た
小
節
の
頭
に
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
六
四
〜
六
五
頁
に
清
沢
が
重
要
な
意
義
を

み
た
と
い
う
安
藤
の
意
見
ま
で
は
、
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
清
沢
は
二
重
圏
点
《
◎
》
を
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
「
あ
る

人
が
い
う
に
は
、
し
か
し
私
は
金
が
な
い
。
ど
こ
か
ら
パ
ン
を
得

よ
う
か
」
と
い
う
内
容
の
箇
所
に
付
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の

問
い
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
章
は
、「
我
々
は
神
の
子
と
し
て
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

（BO
O
K
 II. CH

A
PT

ER V
III. H

O
W

 W
E SH

O
U
LD

 T
H
IN

K
 A

S 

GO
D
’S O

FFSPRIN
G.

）
と
い
う
章
題
の
も
と
で
展
開
し
て
い
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
た
と
え
か
ら
始
ま
り
、
信
仰
者
の
生
き
方
を
説
い

た
章
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
あ
る
人
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
出
身
に

つ
い
て
聞
い
た
時
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ア
テ
ネ
で
あ
る
な
ど
と
答

え
ず
に
、「
宇
宙
」
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
出
身
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
自
分
が
産
み
落
と
さ
れ
た
一

隅
の
名
や
家
族
の
名
を
だ
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
種
族
や
自
身
の

先
祖
が
、
我
々
に
伝
え
て
き
た
全
土
を
包
む
、
高
貴
な
る
と
こ
ろ

か
ら
自
身
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
神
は
自
身
の
父
で
あ
る
の
み
で

な
く
、
祖
父
や
子
や
ま
た
こ
の
地
上
に
生
れ
る
す
べ
て
の
生
き
も

の
の
父
で
あ
る
と
い
う
信
仰
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
学
ぶ

人
は
、
必
ず
自
身
を
「
世
界
市
民
」
で
あ
る
と
名
づ
け
る
べ
き
で

あ
り
、
神
の
子
で
あ
り
、
ゆ
え
に
人
間
同
士
に
起
こ
る
こ
と
に
お

そ
れ
る
必
要
は
な
い
。
皇
帝
や
有
力
者
と
親
類
に
な
る
こ
と
で
人

生
を
お
そ
れ
な
く
暮
ら
せ
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
。
神
を
持
つ

こ
と
こ
そ
が
、
深
い
悲
し
み
や
お
そ
れ
か
ら
我
々
を
解
放
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
。
つ
ま
り
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
と
っ
て
神
を
信

仰
と
し
て
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
生
れ
に
よ
っ
て
人
を
差
別
し
て

い
く
あ
り
方
を
こ
え
て
、
皇
帝
や
権
力
者
に
お
も
ね
る
必
要
も
な
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い
あ
り
方
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
信
仰
が
自
身
の
憂
い
や
お
そ
れ

を
解
放
す
る
の
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
と
そ
こ
で
、
あ
る
人
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
い
う
。「
し
か
し
私

は
金
が
な
い
。
ど
こ
か
ら
パ
ン
を
得
よ
う
か
」
と
、
生
活
上
の
問

題
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
質
問
者
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
う

よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
生
き
方
へ
の
関
心
で
は
、
食
な
ど
の
生

き
る
上
で
の
物
質
的
関
心
に
答
え
ら
れ
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
さ
ら
な
る
対
話
が
続
け
ら
れ
て

い
く
。
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
「
あ
な
た
は
ず
っ
と
自
ら
の
死
に
つ
い

て
安
心
し
て
人
に
語
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
。
す

る
と
質
問
者
は
、「
だ
が
わ
た
し
の
大
切
な
人
が
ま
た
飢
餓
に
苦

し
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
れ
に
応
じ
て
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
は
い
う
。

そ
れ
で
ど
う
な
る
？
飢
餓
の
人
が
君
と
な
に
か
異
な
る
と
こ

ろ
へ
導
く
と
い
う
の
か
？
か
れ
ら
が
君
の
降
り
る
と
こ
ろ
へ

降
り
て
い
か
な
い
の
か
？
か
れ
ら
と
君
の
た
め
の
あ
の
世
は

一
つ
で
は
な
い
の
か
？
そ
れ
な
ら
、
君
は
、
最
も
富
め
る
人

や
、
最
も
権
力
の
あ
る
統
治
者
の
と
こ
ろ
、
そ
う
、
王
や
暴

君
で
さ
え
も
、
降
り
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
見
つ

め
て
、
す
べ
て
の
貧
困
や
困
窮
の
な
か
に
い
て
勇
猛
で
あ
ろ

う
と
し
な
い
の
か
？
君
は
、
お
そ
ら
く
、
飢
え
て
い
て
、
か

れ
ら
は
不
消
化
で
酩
酊
な
ほ
ど
に
満
腹
で
は
ち
切
れ
そ
う
で

は
あ
る
が
。

　
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
い
つ
も
、
自
ら
の
境
遇
が
何
で
あ
れ
、
死
と

い
う
こ
と
、
神
の
も
と
に
か
え
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
皆
同

じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
前
の
間
の
境
遇
に
対
し
て
も
、
た
と

え
貧
困
や
困
窮
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
勇
猛
な
る
生
き
方
を
す
る
こ

と
を
勧
め
た
。
対
し
て
質
問
者
は
い
う
。

「
だ
が
そ
の
よ
う
な
〔
飢
え
の
〕
窮
境
が
到
来
す
る
こ
と
は
恥
ず

べ
き
こ
と
だ
」
と
。

　
す
る
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
、「
な
ら
ば
何
よ
り
も
ま
ず
、
何
が

恥
ず
べ
き
こ
と
か
を
学
び
た
ま
え
、
そ
し
て
そ
の
後
で
君
は
哲
人

で
あ
る
と
我
々
に
告
げ
て
く
れ
た
ま
え
。
し
か
し
現
時
点
で
は
だ

れ
か
別
の
人
が
君
を
哲
人
と
呼
ん
だ
と
し
て
も
そ
れ
に
満
足
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
先
の
安
藤
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
清
沢

が
こ
の
言
葉
を
味
わ
い
、
喜
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
の
主

旨
は
境
遇
が
恥
だ
と
い
う
質
問
者
に
対
し
て
、
恥
な
境
遇
は
な
く
、

生
き
方
が
重
要
で
あ
り
、
恥
と
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
習
う
よ
う
な
神

の
子
と
し
て
の
人
間
の
生
き
方
か
ら
外
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は

（

）
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not transcribe w
ritings? canst thou not teach children? or be 

som
e m

an’s door-keeper?

」
の
辺
り
の
安
藤
意
訳
）
が
あ
り
、
そ
の

次
に
、「
然
し
乍
ら
、
そ
ん
な
仕
事
は
恥
か
し
い
で
は
な
い
か
」

（But it is sham
eful to com

e to such a necessity!

）
と
い
う
問
い

へ
の
哲
学
者
た
る
回
答
と
し
て
、「
然
ら
ば
汝
は
、
恥
か
し
い
と

云
ふ
事
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
第
一
に
学
ん
で
、
然
る
後

に
哲
学
者
と
称
せ
よ
」（T

hen first of all learn w
hat things are 

sham
eful, and afterw

ards all tell us thou art a philosopher.

）

と
述
べ
、
こ
の
文
章
の
処
に
は
指
頭
大
の
黒
点
が
あ
る
と
安
藤
は

い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
藤
の
指
摘
と
、
実
際
は
若
干
ず
れ
て
、

そ
の
一
行
下
に
「
● 3. Is that sham

eful to thee w
hich is 

not thine 

…
…
」
と
あ
る
。

　
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
該
当
箇
所
で
、
清
沢
が
黒
点
《
●
》
を

つ
け
た
意
図
と
し
て
は
、
筆
者
の
意
見
と
し
て
は
、
黒
点
は
1
、

2
、
3
、
と
い
っ
た
小
節
の
頭
に
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
六
四
〜
六
五
頁
に
清
沢
が
重
要
な
意
義
を

み
た
と
い
う
安
藤
の
意
見
ま
で
は
、
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
清
沢
は
二
重
圏
点
《
◎
》
を
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
「
あ
る

人
が
い
う
に
は
、
し
か
し
私
は
金
が
な
い
。
ど
こ
か
ら
パ
ン
を
得

よ
う
か
」
と
い
う
内
容
の
箇
所
に
付
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の

問
い
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
章
は
、「
我
々
は
神
の
子
と
し
て
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

（BO
O
K
 II. CH

A
PT

ER V
III. H

O
W

 W
E SH

O
U
LD

 T
H
IN

K
 A

S 

GO
D
’S O

FFSPRIN
G.

）
と
い
う
章
題
の
も
と
で
展
開
し
て
い
る
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
た
と
え
か
ら
始
ま
り
、
信
仰
者
の
生
き
方
を
説
い

た
章
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
あ
る
人
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
出
身
に

つ
い
て
聞
い
た
時
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ア
テ
ネ
で
あ
る
な
ど
と
答

え
ず
に
、「
宇
宙
」
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
出
身
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
、
自
分
が
産
み
落
と
さ
れ
た
一

隅
の
名
や
家
族
の
名
を
だ
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
種
族
や
自
身
の

先
祖
が
、
我
々
に
伝
え
て
き
た
全
土
を
包
む
、
高
貴
な
る
と
こ
ろ

か
ら
自
身
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
神
は
自
身
の
父
で
あ
る
の
み
で

な
く
、
祖
父
や
子
や
ま
た
こ
の
地
上
に
生
れ
る
す
べ
て
の
生
き
も

の
の
父
で
あ
る
と
い
う
信
仰
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
学
ぶ

人
は
、
必
ず
自
身
を
「
世
界
市
民
」
で
あ
る
と
名
づ
け
る
べ
き
で

あ
り
、
神
の
子
で
あ
り
、
ゆ
え
に
人
間
同
士
に
起
こ
る
こ
と
に
お

そ
れ
る
必
要
は
な
い
。
皇
帝
や
有
力
者
と
親
類
に
な
る
こ
と
で
人

生
を
お
そ
れ
な
く
暮
ら
せ
る
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
。
神
を
持
つ

こ
と
こ
そ
が
、
深
い
悲
し
み
や
お
そ
れ
か
ら
我
々
を
解
放
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
。
つ
ま
り
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
と
っ
て
神
を
信

仰
と
し
て
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
生
れ
に
よ
っ
て
人
を
差
別
し
て

い
く
あ
り
方
を
こ
え
て
、
皇
帝
や
権
力
者
に
お
も
ね
る
必
要
も
な
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い
あ
り
方
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
信
仰
が
自
身
の
憂
い
や
お
そ
れ

を
解
放
す
る
の
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
と
そ
こ
で
、
あ
る
人
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
い
う
。「
し
か
し
私

は
金
が
な
い
。
ど
こ
か
ら
パ
ン
を
得
よ
う
か
」
と
、
生
活
上
の
問

題
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
質
問
者
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
う

よ
う
な
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
生
き
方
へ
の
関
心
で
は
、
食
な
ど
の
生

き
る
上
で
の
物
質
的
関
心
に
答
え
ら
れ
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
さ
ら
な
る
対
話
が
続
け
ら
れ
て

い
く
。
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
「
あ
な
た
は
ず
っ
と
自
ら
の
死
に
つ
い

て
安
心
し
て
人
に
語
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
。
す

る
と
質
問
者
は
、「
だ
が
わ
た
し
の
大
切
な
人
が
ま
た
飢
餓
に
苦

し
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
れ
に
応
じ
て
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
は
い
う
。

そ
れ
で
ど
う
な
る
？
飢
餓
の
人
が
君
と
な
に
か
異
な
る
と
こ

ろ
へ
導
く
と
い
う
の
か
？
か
れ
ら
が
君
の
降
り
る
と
こ
ろ
へ

降
り
て
い
か
な
い
の
か
？
か
れ
ら
と
君
の
た
め
の
あ
の
世
は

一
つ
で
は
な
い
の
か
？
そ
れ
な
ら
、
君
は
、
最
も
富
め
る
人

や
、
最
も
権
力
の
あ
る
統
治
者
の
と
こ
ろ
、
そ
う
、
王
や
暴

君
で
さ
え
も
、
降
り
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
見
つ

め
て
、
す
べ
て
の
貧
困
や
困
窮
の
な
か
に
い
て
勇
猛
で
あ
ろ

う
と
し
な
い
の
か
？
君
は
、
お
そ
ら
く
、
飢
え
て
い
て
、
か

れ
ら
は
不
消
化
で
酩
酊
な
ほ
ど
に
満
腹
で
は
ち
切
れ
そ
う
で

は
あ
る
が
。

　
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
い
つ
も
、
自
ら
の
境
遇
が
何
で
あ
れ
、
死
と

い
う
こ
と
、
神
の
も
と
に
か
え
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
皆
同

じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
前
の
間
の
境
遇
に
対
し
て
も
、
た
と

え
貧
困
や
困
窮
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
勇
猛
な
る
生
き
方
を
す
る
こ

と
を
勧
め
た
。
対
し
て
質
問
者
は
い
う
。

「
だ
が
そ
の
よ
う
な
〔
飢
え
の
〕
窮
境
が
到
来
す
る
こ
と
は
恥
ず

べ
き
こ
と
だ
」
と
。

　
す
る
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
、「
な
ら
ば
何
よ
り
も
ま
ず
、
何
が

恥
ず
べ
き
こ
と
か
を
学
び
た
ま
え
、
そ
し
て
そ
の
後
で
君
は
哲
人

で
あ
る
と
我
々
に
告
げ
て
く
れ
た
ま
え
。
し
か
し
現
時
点
で
は
だ

れ
か
別
の
人
が
君
を
哲
人
と
呼
ん
だ
と
し
て
も
そ
れ
に
満
足
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
先
の
安
藤
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
清
沢

が
こ
の
言
葉
を
味
わ
い
、
喜
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
の
主

旨
は
境
遇
が
恥
だ
と
い
う
質
問
者
に
対
し
て
、
恥
な
境
遇
は
な
く
、

生
き
方
が
重
要
で
あ
り
、
恥
と
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
習
う
よ
う
な
神

の
子
と
し
て
の
人
間
の
生
き
方
か
ら
外
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は

（

）
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皇
帝
や
権
力
者
に
お
も
ね
る
も
の
で
も
な
く
、
出
身
や
地
位
を
超

え
た
世
界
市
民
と
し
て
の
生
き
方
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
境
遇
に

よ
っ
て
死
ぬ
の
か
は
、
人
間
の
人
生
の
価
値
と
し
て
は
、
問
題
で

は
な
く
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
と
っ
て
は
、
神
の
子
と
し
て
如
何
に

生
き
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
哲
人
と
呼

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
章
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
安
藤
が
聞
い
て
い
た
清
沢
の
言
葉
に
は
、
パ
ン
の

問
題
の
解
決
に
は
死
の
問
題
の
解
決
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
こ
の
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
一
連

の
対
話
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
安
藤
が
注
目
し
た
着
眼
点
は
、「
疾
病
の
問
題
、
衣
食
（
パ

ン
）
の
問
題
、
妻
子
の
問
題
」
と
い
う
生
活
上
の
煩
悶
に
対
し
、

最
も
根
本
的
な
煩
悶
で
あ
る
「
死
の
問
題
」
の
解
決
と
い
う
こ
と

が
、
清
沢
の
信
仰
上
の
人
生
を
か
け
た
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
安
藤
が
清
沢
か
ら
よ
く
聞
い
た
と
し
て
『
精
神
界
』
紙
上
で
言

及
す
る
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
は
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
章
立
か

ら
い
え
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
「CH

A
PT
ER V

III. 
H
O
W
 W
E SH

O
U
LD
 T
H
IN
K
 A
S GO

D
’S O
FFSPRIN

G.

」

の
次
章
「CH

PT
ER IX

. T
H
E O
PEN

 D
O
O
R.

」
も
該
当
す

る
。
安
藤
が
清
沢
と
対
話
し
た
機
会
は
、
明
治
三
五
年
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
が
晩
年
の
清
沢
の
中
心
的
な
関
心
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
「（
死
の
）
門
戸
は
開
い
て
い

る
」（D
oor is open

）
と
い
う
譬
喩
を
安
藤
は
晩
年
の
清
沢
か
ら

聞
い
た
の
で
あ
り
、
清
沢
に
つ
い
て
論
じ
る
『
精
神
界
』
の
安
藤

論
考
に
は
そ
の
語
が
散
見
さ
れ
、
印
象
深
く
伝
え
て
い
る
。
以
下
、

そ
の
「（
死
の
）
門
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し

て
考
察
し
て
み
た
い
。

死
の
門
戸
は
開
い
て
い
る

　
清
沢
が
最
晩
年
ま
で
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
思
想
に
親
し
ん
だ
と
い

う
こ
と
は
明
白
に
い
え
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、
清
沢
は
亡
く
な
る

五
日
前
に
も
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
談
話
を
原
廣
宣
に
し
て
い
る
こ
と

が
記
録
に
あ
る
。
文
字
通
り
自
ら
の
死
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
親
し
ん

だ
思
想
で
あ
る
。
興
味
本
位
な
も
の
で
は
な
く
、
結
核
を
患
っ
た

清
沢
自
身
の
生
死
を
如
何
に
受
け
止
め
る
か
と
い
う
、
自
ら
の
命

を
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　D
oor is open

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
は
、「
開
か
れ
た

戸
」（BO

O
K
 II. CH

A
PT
ER IX

. T
H
E O
PEN

 D
O
O
R.

）
と
い
う

章
で
あ
る
。
前
章
の
「
我
々
は
神
の
子
と
し
て
ど
う
考
え
る
べ
き

か
」（BO

O
K
 II. CH

A
PT
ER V

III. H
O
W
 W
E SH

O
U
LD
 T
H
IN
K
 

A
S GO

D
’S O
FFSPRIN

G.

）
で
は
、
我
々
は
神
の
子
で
あ
る
と
い

（

）
27

（

）
28

55

う
と
こ
ろ
か
ら
、
他
者
と
も
平
等
で
あ
り
、
臆
病
に
な
っ
た
り
自

分
を
卑
下
し
た
り
、
他
人
に
お
も
ね
る
必
要
の
な
い
生
活
を
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
は
説
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
一
方
そ
の
次
の
「
開
か

れ
た
戸
」
と
い
う
章
で
は
、
自
分
の
生
活
の
苦
し
み
や
束
縛
か
ら
、

神
の
も
と
へ
と
旅
立
つ
、
す
な
わ
ち
死
を
選
ぼ
う
と
す
る
人
々
の

意
見
に
対
し
て
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
が
如
何
に
語
っ
た
の
か
が
ま
と
め

ら
れ
る
。

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
よ
、
我
々
は
こ
の
身
を
束
縛
す
る
も
の
や
、

飲
食
を
与
え
、
休
み
、
清
潔
に
し
、
そ
し
て
相
次
ぎ
あ
る
男

に
追
従
す
る
た
め
に
歩
き
回
る
こ
と
に
、
も
は
や
耐
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
無
関

係
で
あ
り
何
で
も
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
死
は

悪
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
我
々
は
何
か
し
ら

神
と
親
類
で
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
し
て
我
々

は
神
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
我
々
が

来
た
と
こ
ろ
へ
出
発
し
よ
う
。
我
々
が
縛
ら
れ
重
荷
と
す
る

こ
れ
ら
の
束
縛
か
ら
つ
い
に
の
が
れ
よ
う
。
こ
の
肉
体
や
所

有
物
に
対
し
て
、
ま
る
で
我
々
を
超
え
た
あ
る
権
力
を
持
っ

た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
盗
賊
や
、
盗
人
や
、
法
廷
や
、
暴
君

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
彼
等
が
ど
ん
な
人
間
を
超
え
た

権
力
も
有
し
な
い
こ
と
を
見
せ
て
や
ろ
う
。

と
、
こ
の
世
の
苦
や
束
縛
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
命
を
絶
ち
、
神
の

世
界
に
帰
る
と
い
っ
て
、
自
ら
の
死
を
選
ぼ
う
と
す
る
人
々
の
言

葉
が
出
る
。
対
し
て
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
、
死
も
、

こ
の
生
を
与
え
ら
れ
、
神
に
よ
っ
て
自
身
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
こ

と
も
、
神
の
意
志
と
し
て
置
か
れ
た
と
い
う
尊
さ
が
あ
り
、
自
ら

の
意
志
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
の
言
い
訳
の
た
め
に
は
、
自
殺
な

ど
の
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。
す
な
わ
ち
、

友
よ
。
神
を
待
て
。
神
が
自
ら
合
図
を
与
え
て
、
あ
な
た
た

ち
を
こ
の
奉
仕
か
ら
解
放
す
る
と
き
、
あ
な
た
た
ち
が
神
の

方
へ
解
放
さ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
今
は
、
神
が
あ
な
た
た

ち
を
配
置
し
な
さ
っ
た
こ
の
場
所
に
住
ま
う
こ
と
に
耐
え
る

の
で
す
。
あ
な
た
た
ち
の
滞
在
の
時
は
、
実
に
短
い
し
、
そ

の
よ
う
に
心
が
け
ら
れ
た
も
の
に
は
、
耐
え
る
こ
と
は
容
易

い
の
で
す
。
肉
体
や
そ
の
所
有
物
を
何
で
も
な
い
と
す
る
人

に
と
っ
て
、
暴
君
や
盗
人
が
望
む
も
の
が
何
だ
、
法
廷
の
何

が
恐
ろ
し
い
か
？
こ
こ
に
残
り
た
ま
え
、
そ
し
て
、
正
当
な

理
由
が
な
け
れ
ば
〔
神
の
と
こ
ろ
へ
〕
出
発
し
な
い
で
お
き

た
ま
え
。
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皇
帝
や
権
力
者
に
お
も
ね
る
も
の
で
も
な
く
、
出
身
や
地
位
を
超

え
た
世
界
市
民
と
し
て
の
生
き
方
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
境
遇
に

よ
っ
て
死
ぬ
の
か
は
、
人
間
の
人
生
の
価
値
と
し
て
は
、
問
題
で

は
な
く
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
と
っ
て
は
、
神
の
子
と
し
て
如
何
に

生
き
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
哲
人
と
呼

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
章
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
安
藤
が
聞
い
て
い
た
清
沢
の
言
葉
に
は
、
パ
ン
の

問
題
の
解
決
に
は
死
の
問
題
の
解
決
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
こ
の
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
一
連

の
対
話
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
安
藤
が
注
目
し
た
着
眼
点
は
、「
疾
病
の
問
題
、
衣
食
（
パ

ン
）
の
問
題
、
妻
子
の
問
題
」
と
い
う
生
活
上
の
煩
悶
に
対
し
、

最
も
根
本
的
な
煩
悶
で
あ
る
「
死
の
問
題
」
の
解
決
と
い
う
こ
と

が
、
清
沢
の
信
仰
上
の
人
生
を
か
け
た
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
安
藤
が
清
沢
か
ら
よ
く
聞
い
た
と
し
て
『
精
神
界
』
紙
上
で
言

及
す
る
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
は
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
章
立
か

ら
い
え
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
「CH

A
PT
ER V

III. 
H
O
W
 W
E SH

O
U
LD
 T
H
IN
K
 A
S GO

D
’S O
FFSPRIN

G.

」

の
次
章
「CH

PT
ER IX

. T
H
E O
PEN

 D
O
O
R.

」
も
該
当
す

る
。
安
藤
が
清
沢
と
対
話
し
た
機
会
は
、
明
治
三
五
年
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
が
晩
年
の
清
沢
の
中
心
的
な
関
心
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
「（
死
の
）
門
戸
は
開
い
て
い

る
」（D

oor is open

）
と
い
う
譬
喩
を
安
藤
は
晩
年
の
清
沢
か
ら

聞
い
た
の
で
あ
り
、
清
沢
に
つ
い
て
論
じ
る
『
精
神
界
』
の
安
藤

論
考
に
は
そ
の
語
が
散
見
さ
れ
、
印
象
深
く
伝
え
て
い
る
。
以
下
、

そ
の
「（
死
の
）
門
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し

て
考
察
し
て
み
た
い
。

死
の
門
戸
は
開
い
て
い
る

　
清
沢
が
最
晩
年
ま
で
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
思
想
に
親
し
ん
だ
と
い

う
こ
と
は
明
白
に
い
え
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、
清
沢
は
亡
く
な
る

五
日
前
に
も
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
談
話
を
原
廣
宣
に
し
て
い
る
こ
と

が
記
録
に
あ
る
。
文
字
通
り
自
ら
の
死
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
親
し
ん

だ
思
想
で
あ
る
。
興
味
本
位
な
も
の
で
は
な
く
、
結
核
を
患
っ
た

清
沢
自
身
の
生
死
を
如
何
に
受
け
止
め
る
か
と
い
う
、
自
ら
の
命

を
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　D
oor is open

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
は
、「
開
か
れ
た

戸
」（BO

O
K
 II. CH

A
PT
ER IX

. T
H
E O
PEN

 D
O
O
R.

）
と
い
う

章
で
あ
る
。
前
章
の
「
我
々
は
神
の
子
と
し
て
ど
う
考
え
る
べ
き

か
」（BO

O
K
 II. CH

A
PT
ER V

III. H
O
W
 W
E SH

O
U
LD
 T
H
IN
K
 

A
S GO

D
’S O
FFSPRIN

G.

）
で
は
、
我
々
は
神
の
子
で
あ
る
と
い
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う
と
こ
ろ
か
ら
、
他
者
と
も
平
等
で
あ
り
、
臆
病
に
な
っ
た
り
自

分
を
卑
下
し
た
り
、
他
人
に
お
も
ね
る
必
要
の
な
い
生
活
を
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
は
説
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
一
方
そ
の
次
の
「
開
か

れ
た
戸
」
と
い
う
章
で
は
、
自
分
の
生
活
の
苦
し
み
や
束
縛
か
ら
、

神
の
も
と
へ
と
旅
立
つ
、
す
な
わ
ち
死
を
選
ぼ
う
と
す
る
人
々
の

意
見
に
対
し
て
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
が
如
何
に
語
っ
た
の
か
が
ま
と
め

ら
れ
る
。

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
よ
、
我
々
は
こ
の
身
を
束
縛
す
る
も
の
や
、

飲
食
を
与
え
、
休
み
、
清
潔
に
し
、
そ
し
て
相
次
ぎ
あ
る
男

に
追
従
す
る
た
め
に
歩
き
回
る
こ
と
に
、
も
は
や
耐
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
無
関

係
で
あ
り
何
で
も
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
死
は

悪
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
我
々
は
何
か
し
ら

神
と
親
類
で
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
し
て
我
々

は
神
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
我
々
が

来
た
と
こ
ろ
へ
出
発
し
よ
う
。
我
々
が
縛
ら
れ
重
荷
と
す
る

こ
れ
ら
の
束
縛
か
ら
つ
い
に
の
が
れ
よ
う
。
こ
の
肉
体
や
所

有
物
に
対
し
て
、
ま
る
で
我
々
を
超
え
た
あ
る
権
力
を
持
っ

た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
盗
賊
や
、
盗
人
や
、
法
廷
や
、
暴
君

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
彼
等
が
ど
ん
な
人
間
を
超
え
た

権
力
も
有
し
な
い
こ
と
を
見
せ
て
や
ろ
う
。

と
、
こ
の
世
の
苦
や
束
縛
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
命
を
絶
ち
、
神
の

世
界
に
帰
る
と
い
っ
て
、
自
ら
の
死
を
選
ぼ
う
と
す
る
人
々
の
言

葉
が
出
る
。
対
し
て
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
、
死
も
、

こ
の
生
を
与
え
ら
れ
、
神
に
よ
っ
て
自
身
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
こ

と
も
、
神
の
意
志
と
し
て
置
か
れ
た
と
い
う
尊
さ
が
あ
り
、
自
ら

の
意
志
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
の
言
い
訳
の
た
め
に
は
、
自
殺
な

ど
の
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。
す
な
わ
ち
、

友
よ
。
神
を
待
て
。
神
が
自
ら
合
図
を
与
え
て
、
あ
な
た
た

ち
を
こ
の
奉
仕
か
ら
解
放
す
る
と
き
、
あ
な
た
た
ち
が
神
の

方
へ
解
放
さ
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
今
は
、
神
が
あ
な
た
た

ち
を
配
置
し
な
さ
っ
た
こ
の
場
所
に
住
ま
う
こ
と
に
耐
え
る

の
で
す
。
あ
な
た
た
ち
の
滞
在
の
時
は
、
実
に
短
い
し
、
そ

の
よ
う
に
心
が
け
ら
れ
た
も
の
に
は
、
耐
え
る
こ
と
は
容
易

い
の
で
す
。
肉
体
や
そ
の
所
有
物
を
何
で
も
な
い
と
す
る
人

に
と
っ
て
、
暴
君
や
盗
人
が
望
む
も
の
が
何
だ
、
法
廷
の
何

が
恐
ろ
し
い
か
？
こ
こ
に
残
り
た
ま
え
、
そ
し
て
、
正
当
な

理
由
が
な
け
れ
ば
〔
神
の
と
こ
ろ
へ
〕
出
発
し
な
い
で
お
き

た
ま
え
。

（

）
29

（

）
30



56

と
い
う
。
そ
し
て
、

議
場
が
煙
っ
て
い
る
か
？
も
し
そ
れ
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
こ

こ
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
し
、
も
し
ひ
ど
い
な
ら
出
て
行
く
だ

ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
常
に
覚
え
て
お
く
が
い
い
し
、

し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
く
と
い
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
扉

は
開
か
れ
て
い
る
（D

oor is open

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
君
は
ニ
コ
ポ
リ
ス
に
住
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
な
ら
、

私
は
住
も
う
と
思
う
ま
い
。「
ア
テ
ネ
も
だ
め
だ
」
と
い
う

な
ら
、
私
は
ア
テ
ネ
も
住
も
う
と
思
わ
な
い
し
、「
ロ
ー
マ

も
だ
め
」
と
い
う
な
ら
、
ロ
ー
マ
も
住
も
う
と
思
わ
な
い
。

「
流
刑
人
の
島
ギ
ヤ
ラ
に
住
め
」
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
こ
に

住
も
う
。
だ
が
ギ
ヤ
ラ
に
住
む
こ
と
は
、
す
ご
い
煙
の
よ
う

に
み
え
る
。
私
は
だ
れ
も
私
の
住
む
こ
と
を
妨
げ
よ
う
と
し

な
い
と
こ
ろ
へ
出
発
し
よ
う
。
│
│
と
い
う
の
は
、
こ
の
居

場
所
は
常
に
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
れ
を
な
す
に
は
不
合
理
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

卑
怯
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
共
通
の
機
会
を
言

い
訳
に
し
て
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
神
の
意
志
で
は
な
い
。

と
い
う
の
は
、
神
は
地
上
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
秩
序
や
、

種
族
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
神
が
ソ
ク
ラ
テ

ス
に
な
し
た
よ
う
に
、
も
し
神
が
退
却
の
合
図
を
与
え
る
な

ら
、
我
々
は
我
々
の
指
導
者
た
る
神
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
よ
れ
ば
、
死
へ
の
扉
は
常
に
す
べ
て
の
人
に

開
か
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
こ
へ
旅
立
つ
こ
と
は
本
当
の
意
味
で
神

の
退
却
の
合
図
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
議
論
を

清
沢
は
結
核
に
苦
し
み
死
と
隣
り
合
せ
の
中
、
自
身
の
身
上
と
も

重
ね
て
読
み
込
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
り
、
死
の
あ
り
方
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
厳
格
に
求
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
「
扉
は
開
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
に
関
連
し
て
注
目

し
た
い
の
は
、
清
沢
が
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
購
入
す
る
数
か
月

前
の
浩
々
洞
書
簡
に
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）

を
読
ん
で
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
のD

oor is open

と
通
じ
る
も
の

を
感
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

﹇
前
略
﹈。T

olstoi

伯
の
『
我
が
懺
悔
譚
』
を
読
過
い
た
し

候
。
此
に
合
綴
の
『
基
督
教
訓
の
精
神
』
の
中
に
、

T
hough I cannot create bread out of stone, yet I 
can refrain from

 bread; and so, if not alm
ighty in 

the flesh, I can becom
e so in the spirit, for I can 

（
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conquer the flesh, and not in it, but in the spirit, be 
the Son of God.  . . . . . .

と
、
有
之
候
。
此
は
固
よ
り
福
音
を
意
訳
し
た
も
の
と
あ
れ

ば
、
普
通
新
約
書
に
は
、
何
と
な
り
居
候
や
不
存
候
得
共
、

Epictetus

氏
の‘D

oor is open’

と
同
意
義
と
存
候
。「
食

へ
な
い
と
き
に
は
死
ぬ
」
と
い
ふ
が
、
人
生
の
終
極
命
題
と

は
、
頗
る
簡
短
な
る
こ
と
に
候
。
此
の
如
き
簡
単
な
る
人
生

を
摺
つ
た
揉
む
だ
と
、
大
乱
癡
戯
を
さ
す
る
精
神
は
、
不
思

議
な
る
も
の
と
感
じ
居
り
候
。

　
浩
々
洞
諸
兄

　
英
文
は
「
石
か
ら
パ
ン
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
れ
で
も
、
パ
ン
を
断
つ
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
か
り
に
肉
体
と
し
て
全
能
と
な
ら
な
く
と
も
、
わ
た
し
は
精

神
の
内
に
そ
う
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
は
肉
体
を
征
服
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
肉
体
で
は
な
く
、
精
神
内
お
い
て
、
神
の

子
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ

り
、
そ
れ
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
と
通
じ
る
と
い
う
。

　
《
死
》
と
い
う
も
の
が
、「
食
べ
な
い
と
き
（
パ
ン
を
断
つ
と

き
）
は
死
ぬ
」
と
い
う
極
め
て
簡
単
な
命
題
に
お
さ
ま
る
も
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
の
精
神
は
そ
れ
に
決
着
が
つ
か
ず
「
大
乱

癡
戯
」
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
清
沢
は
注
目
し
て
い
る
。

清
沢
に
と
っ
てD

oor is open

と
い
う
簡
明
な
命
題
は
、
一
方

で
人
生
の
生
活
上
の
苦
を
軽
減
し
、
ま
た
一
方
で
自
ら
生
じ
る
妄

念
を
内
省
す
る
と
き
、「
食
べ
な
い
と
き
に
は
死
ぬ
」
と
い
う
そ

の
一
言
に
決
着
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
身
で
あ
る
と
い
う
実
感
を
生

じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
簡
の
後
に
購
入
し
読
ん
だ
『
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
は
、「
◎But I have no m

oney, saith one; 
w
hence shall I have bread to eat?

」
と
、《
◎
》
が
書
入
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
繰
り
返
し
推
求
し
た
証
拠

で
あ
る
。

　
で
は
安
藤
は
清
沢
の
言
葉
や
姿
勢
を
い
か
に
受
け
止
め
た
の
だ

ろ
う
か
。
安
藤
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、D

oor is open

の
言
葉

に
つ
い
て
の
理
解
を
見
て
み
よ
う
。

　
安
藤
に
よ
れ
ば
、
清
沢
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

「
死
の
問
題
」
に
向
か
い
自
ら
慰
め
ら
れ
た
と
い
う
。「
死
の
問

題
」
が
清
沢
を
襲
う
と
き
、「D

oor is open

と
、
死
の
門
戸
は

常
に
開
て
居
る
。
死
な
ん
と
思
へ
は
何
時
で
も
死
ぬ
る
こ
と
が
出

来
る
、
何
も
自
ら
死
を
い
そ
ぐ
必
要
は
な
い
」
と
い
い
、
ま
た
そ

の
清
沢
の
生
き
方
は
安
藤
に
と
っ
て
は
、「
先
生
の
身
よ
り
妻
子

を
奪
ひ
、
衣
服
を
奪
ひ
、
最
後
に
パ
ン
の
凡
て
を
奪
ひ
去
る
と
も
、

先
生
は
毫
も
動
せ
さ
る
な
り
。
偏
へ
に
如
来
の
大
命
を
感
謝
し

（
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と
い
う
。
そ
し
て
、

議
場
が
煙
っ
て
い
る
か
？
も
し
そ
れ
が
ひ
ど
く
な
け
れ
ば
こ

こ
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
し
、
も
し
ひ
ど
い
な
ら
出
て
行
く
だ

ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
常
に
覚
え
て
お
く
が
い
い
し
、

し
っ
か
り
と
把
握
し
て
お
く
と
い
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
扉

は
開
か
れ
て
い
る
（D

oor is open

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
君
は
ニ
コ
ポ
リ
ス
に
住
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
な
ら
、

私
は
住
も
う
と
思
う
ま
い
。「
ア
テ
ネ
も
だ
め
だ
」
と
い
う

な
ら
、
私
は
ア
テ
ネ
も
住
も
う
と
思
わ
な
い
し
、「
ロ
ー
マ

も
だ
め
」
と
い
う
な
ら
、
ロ
ー
マ
も
住
も
う
と
思
わ
な
い
。

「
流
刑
人
の
島
ギ
ヤ
ラ
に
住
め
」
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
こ
に

住
も
う
。
だ
が
ギ
ヤ
ラ
に
住
む
こ
と
は
、
す
ご
い
煙
の
よ
う

に
み
え
る
。
私
は
だ
れ
も
私
の
住
む
こ
と
を
妨
げ
よ
う
と
し

な
い
と
こ
ろ
へ
出
発
し
よ
う
。
│
│
と
い
う
の
は
、
こ
の
居

場
所
は
常
に
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
れ
を
な
す
に
は
不
合
理
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

卑
怯
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
共
通
の
機
会
を
言

い
訳
に
し
て
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
神
の
意
志
で
は
な
い
。

と
い
う
の
は
、
神
は
地
上
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
秩
序
や
、

種
族
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
神
が
ソ
ク
ラ
テ

ス
に
な
し
た
よ
う
に
、
も
し
神
が
退
却
の
合
図
を
与
え
る
な

ら
、
我
々
は
我
々
の
指
導
者
た
る
神
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
に
よ
れ
ば
、
死
へ
の
扉
は
常
に
す
べ
て
の
人
に

開
か
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
こ
へ
旅
立
つ
こ
と
は
本
当
の
意
味
で
神

の
退
却
の
合
図
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
議
論
を

清
沢
は
結
核
に
苦
し
み
死
と
隣
り
合
せ
の
中
、
自
身
の
身
上
と
も

重
ね
て
読
み
込
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
り
、
死
の
あ
り
方
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
厳
格
に
求
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
「
扉
は
開
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
に
関
連
し
て
注
目

し
た
い
の
は
、
清
沢
が
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
を
購
入
す
る
数
か
月

前
の
浩
々
洞
書
簡
に
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）

を
読
ん
で
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
のD

oor is open

と
通
じ
る
も
の

を
感
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

﹇
前
略
﹈。T

olstoi

伯
の
『
我
が
懺
悔
譚
』
を
読
過
い
た
し

候
。
此
に
合
綴
の
『
基
督
教
訓
の
精
神
』
の
中
に
、

T
hough I cannot create bread out of stone, yet I 
can refrain from

 bread; and so, if not alm
ighty in 

the flesh, I can becom
e so in the spirit, for I can 

（
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conquer the flesh, and not in it, but in the spirit, be 
the Son of God.  . . . . . .

と
、
有
之
候
。
此
は
固
よ
り
福
音
を
意
訳
し
た
も
の
と
あ
れ

ば
、
普
通
新
約
書
に
は
、
何
と
な
り
居
候
や
不
存
候
得
共
、

Epictetus
氏
の‘D

oor is open’

と
同
意
義
と
存
候
。「
食

へ
な
い
と
き
に
は
死
ぬ
」
と
い
ふ
が
、
人
生
の
終
極
命
題
と

は
、
頗
る
簡
短
な
る
こ
と
に
候
。
此
の
如
き
簡
単
な
る
人
生

を
摺
つ
た
揉
む
だ
と
、
大
乱
癡
戯
を
さ
す
る
精
神
は
、
不
思

議
な
る
も
の
と
感
じ
居
り
候
。

　
浩
々
洞
諸
兄

　
英
文
は
「
石
か
ら
パ
ン
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
れ
で
も
、
パ
ン
を
断
つ
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
か
り
に
肉
体
と
し
て
全
能
と
な
ら
な
く
と
も
、
わ
た
し
は
精

神
の
内
に
そ
う
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
は
肉
体
を
征
服
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
肉
体
で
は
な
く
、
精
神
内
お
い
て
、
神
の

子
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ

り
、
そ
れ
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
と
通
じ
る
と
い
う
。

　
《
死
》
と
い
う
も
の
が
、「
食
べ
な
い
と
き
（
パ
ン
を
断
つ
と

き
）
は
死
ぬ
」
と
い
う
極
め
て
簡
単
な
命
題
に
お
さ
ま
る
も
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
の
精
神
は
そ
れ
に
決
着
が
つ
か
ず
「
大
乱

癡
戯
」
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
清
沢
は
注
目
し
て
い
る
。

清
沢
に
と
っ
てD

oor is open

と
い
う
簡
明
な
命
題
は
、
一
方

で
人
生
の
生
活
上
の
苦
を
軽
減
し
、
ま
た
一
方
で
自
ら
生
じ
る
妄

念
を
内
省
す
る
と
き
、「
食
べ
な
い
と
き
に
は
死
ぬ
」
と
い
う
そ

の
一
言
に
決
着
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
身
で
あ
る
と
い
う
実
感
を
生

じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
簡
の
後
に
購
入
し
読
ん
だ
『
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
は
、「
◎But I have no m

oney, saith one; 
w
hence shall I have bread to eat?

」
と
、《
◎
》
が
書
入
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
繰
り
返
し
推
求
し
た
証
拠

で
あ
る
。

　
で
は
安
藤
は
清
沢
の
言
葉
や
姿
勢
を
い
か
に
受
け
止
め
た
の
だ

ろ
う
か
。
安
藤
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、D

oor is open

の
言
葉

に
つ
い
て
の
理
解
を
見
て
み
よ
う
。

　
安
藤
に
よ
れ
ば
、
清
沢
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

「
死
の
問
題
」
に
向
か
い
自
ら
慰
め
ら
れ
た
と
い
う
。「
死
の
問

題
」
が
清
沢
を
襲
う
と
き
、「D

oor is open

と
、
死
の
門
戸
は

常
に
開
て
居
る
。
死
な
ん
と
思
へ
は
何
時
で
も
死
ぬ
る
こ
と
が
出

来
る
、
何
も
自
ら
死
を
い
そ
ぐ
必
要
は
な
い
」
と
い
い
、
ま
た
そ

の
清
沢
の
生
き
方
は
安
藤
に
と
っ
て
は
、「
先
生
の
身
よ
り
妻
子

を
奪
ひ
、
衣
服
を
奪
ひ
、
最
後
に
パ
ン
の
凡
て
を
奪
ひ
去
る
と
も
、

先
生
は
毫
も
動
せ
さ
る
な
り
。
偏
へ
に
如
来
の
大
命
を
感
謝
し
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D
oor

マ
マ

s is open

の
語
を
低
唱
し
て
、
静
か
に
死
の
運
命
を
待
つ

べ
き
人
な
り
、
是
れ
、
余
が
先
生
に
就
て
知
り
得
た
る
の
一
事
な

り
」
と
い
う
よ
う
に
安
藤
に
は
映
っ
た
の
で
あ
る
。
安
藤
に
と
っ

て
は
、
清
沢
と
い
う
師
が
様
々
な
苦
難
の
境
遇
の
中
に
あ
り
な
が

ら
、
慌
て
ふ
た
め
く
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
死
を

急
ぐ
の
で
も
な
い
よ
う
な
態
度
に
映
り
、
そ
れ
は
生
き
る
上
で
の

無
言
の
教
示
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
藤
は
、D

oor is open

、

そ
し
て
自
ら
の
死
は
神
の
命
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、「
如
来
の

天
命
」
と
し
て
真
宗
の
伝
統
の
中
で
受
け
取
り
直
し
、
清
沢
の
生

き
方
を
仰
い
だ
。
お
そ
ら
く
、
清
沢
もGod

を
「
如
来
」
と
言

い
換
え
て
自
ら
の
信
仰
の
伝
統
の
中
で
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
思
想

を
受
け
取
り
直
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
安
藤
は
、

清
沢
がD

oor is open

と
い
う
語
を
小
さ
な
声
で
唱
え
て
い
た

（
低
唱
）
と
い
う
が
、
そ
の
語
は
、「
人
生
凡
て
の
煩
悶
に
就
て
、

最
後
の
解
決
を
な
せ
る
も
の
」
と
し
て
の
覚
悟
を
意
味
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
覚
悟
は
、
次
の
引
用
に
よ
れ
ば
、

常
態
的
に
生
活
上
の
妄
念
・
怒
り
の
情
念
が
起
き
な
い
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
心
が
起
こ
っ
た
時
に
立
ち
返
る
こ
と

が
で
き
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
歎
異
抄
』
の

立
場
と
も
通
じ
る
と
安
藤
は
以
下
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
る
。

自
己
の
覚
悟
は
自
己
の
覚
悟
、
天
命
の
指
配
は
天
命
の
指
配

で
、
自
己
の
覚
悟
は
、
如
何
な
る
時
に
も
、
如
何
な
る
処
に

て
も
、
常
に
確
然
不
動
で
、
予
は
何
時
に
て
も
死
ぬ
る
事
が

出
来
る
と
の
覚
悟
で
あ
る
。
其
覚
悟
あ
る
上
は
、
天
命
の
指

配
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
関
知
す
る
所
で
は
な
い
、
長
命
に
し

よ
ふ
と
、
短
命
に
し
よ
ふ
と
、
富
貴
に
し
よ
ふ
と
、
貧
賤
に

し
よ
ふ
と
、
凡
て
天
命
の
指
配
の
ま
ゝ
で
あ
る
。
自
己
の
覚

悟
さ
へ
確
立
し
て
居
れ
ば
、
無
条
件
に
天
命
の
指
配
に
依
頼

す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
死
の
門
戸
は
常
に
開
い
て
居
る
」、

と
い
ふ
自
覚
を
し
た
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
で
な
け
れ
ば
、「
予
は

如
何
な
る
事
か
起
て
も
そ
れ
に
満
足
す
る
、
何
と
な
れ
ば
、

予
の
選
択
よ
り
も
、
天
命
の
選
択
は
喜
良
な
る
が
故
に
」
と

の
、
絶
対
的
天
命
依
頼
の
信
仰
は
起
ら
ん
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
聖
人
が
、「
い
づ
れ
の
行
も
及
び
難
き
身
な
れ
ば
、

地
獄
は
一
定
す
み
家
ぞ
か
し
」
と
言
は
れ
た
の
も
、
や
は
り
、

自
己
の
運
命
を
確
然
不
動
の
地
位
に
定
め
た
も
の
で
、
此
覚

悟
は
、
欲
か
起
つ
て
も
、
腹
が
立
て
も
、
妄
念
が
起
て
も
、

罪
悪
に
沈
ん
で
も
、
如
何
な
る
時
に
て
も
、
確
然
と
し
て
動

か
ざ
る
覚
悟
で
あ
る
。

　
安
藤
の
言
葉
は
、
清
沢
は
死
の
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
で
人
生
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の
様
々
な
生
活
上
の
問
題
に
対
し
て
、
不
動
の
動
じ
な
い
精
神
を

も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
つ
気
を
付
け
て
読
む
べ
き
は
、
こ
の
「
不

動
」
と
い
う
意
味
は
精
神
的
達
観
に
よ
っ
て
、
常
に
自
ら
の
生
じ

る
精
神
作
用
に
波
風
が
な
い
と
い
う
意
味
と
は
違
う
。
な
ぜ
な
ら
、

『
歎
異
抄
』
の
「
い
ず
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と

て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
」
と
い
う
精
神
に
つ
い
て
、
安

藤
が
「
此
覚
悟
は
、
欲
か
起
つ
て
も
、
腹
が
立
て
も
、
妄
念
が
起

て
も
、
罪
悪
に
沈
ん
で
も
、
如
何
な
る
時
に
て
も
、
確
然
と
し
て

動
か
ざ
る
覚
悟
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
様
々
な

妄
念
や
心
の
波
風
が
立
つ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
「
不
動
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
心
身
の
波
風
の
時
に

も
、「
死
の
門
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
い
う
事
実
に
関
し
て
は
、

不
動
な
る
こ
と
で
あ
り
、
様
々
な
心
情
の
起
こ
る
と
き
に
、
そ
の

事
実
を
思
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
覚
悟
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の

不
動
と
い
う
こ
と
だ
。
清
沢
に
お
い
て
のD

oor is open

と
い

う
の
は
、
自
ら
の
妄
念
と
対
峙
す
る
と
き
に
、
そ
の
言
葉
に
導
か

れ
、
唱
え
つ
つ
、
自
ら
を
確
か
め
な
お
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
清
沢
に
と
っ
て
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
や
『
歎
異
抄
』
の
精
神
に

親
し
む
こ
と
で
、
生
活
上
の
煩
悶
へ
の
効
果
が
あ
っ
た
。「
死
の

門
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
い
う
境
地
に
は
、「
大
乱
疑
戯
」
を
な

し
て
常
態
的
に
は
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
清
沢
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
継
続
的
に
エ
ピ
ク
テ
タ

ス
の
言
葉
を
低
唱
し
、『
歎
異
抄
』
の
心
に
立
ち
返
り
、
人
間
ら

し
く
自
身
の
苦
悩
と
向
き
合
い
続
け
て
い
く
正
直
な
姿
を
安
藤
は

魅
力
と
し
て
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
奴
隷
に
つ
い
て
」と
い
う
章
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン

　
最
後
に
清
沢
の
研
究
史
に
お
い
て
重
要
と
い
え
る
「
奴
隷
に
つ

い
て
」（BO

O
K
 III CH

A
PT
ER IV

. O
N
 SLA

V
ERY

.

）
と
い
う
章
の

書
き
入
れ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
以
前
筆
者
は
、
清
沢

の
取
り
上
げ
る
「
奴
隷
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
考
察
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
従
来
の
清
沢
批
判
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
暁

烏
敏
の
「
服
従
論
」
と
い
う
論
考
に
説
か
れ
た
、
外
物
や
他
人
に

対
し
て
男
ら
し
く
奴
隷
的
に
服
従
す
る
態
度
を
推
奨
す
る
と
い
う

立
場
と
、
清
沢
の
立
場
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
筆
者
は
反
対
意
見

と
し
て
「
奴
隷
」
と
い
う
用
語
に
関
し
て
清
沢
と
暁
烏
で
は
特
に

異
な
っ
て
お
り
、
相
反
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
考
え

に
つ
い
て
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
書
入
れ

に
注
目
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
主
張
の
補
強

と
し
て
も
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
「
奴
隷
に
つ
い
て
」
と
い
う

章
の
以
下
の
箇
所
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

（

）
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D
oor

マ
マ

s is open

の
語
を
低
唱
し
て
、
静
か
に
死
の
運
命
を
待
つ

べ
き
人
な
り
、
是
れ
、
余
が
先
生
に
就
て
知
り
得
た
る
の
一
事
な

り
」
と
い
う
よ
う
に
安
藤
に
は
映
っ
た
の
で
あ
る
。
安
藤
に
と
っ

て
は
、
清
沢
と
い
う
師
が
様
々
な
苦
難
の
境
遇
の
中
に
あ
り
な
が

ら
、
慌
て
ふ
た
め
く
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
死
を

急
ぐ
の
で
も
な
い
よ
う
な
態
度
に
映
り
、
そ
れ
は
生
き
る
上
で
の

無
言
の
教
示
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
藤
は
、D

oor is open

、

そ
し
て
自
ら
の
死
は
神
の
命
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、「
如
来
の

天
命
」
と
し
て
真
宗
の
伝
統
の
中
で
受
け
取
り
直
し
、
清
沢
の
生

き
方
を
仰
い
だ
。
お
そ
ら
く
、
清
沢
もGod

を
「
如
来
」
と
言

い
換
え
て
自
ら
の
信
仰
の
伝
統
の
中
で
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
思
想

を
受
け
取
り
直
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
安
藤
は
、

清
沢
がD

oor is open

と
い
う
語
を
小
さ
な
声
で
唱
え
て
い
た

（
低
唱
）
と
い
う
が
、
そ
の
語
は
、「
人
生
凡
て
の
煩
悶
に
就
て
、

最
後
の
解
決
を
な
せ
る
も
の
」
と
し
て
の
覚
悟
を
意
味
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
覚
悟
は
、
次
の
引
用
に
よ
れ
ば
、

常
態
的
に
生
活
上
の
妄
念
・
怒
り
の
情
念
が
起
き
な
い
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
心
が
起
こ
っ
た
時
に
立
ち
返
る
こ
と

が
で
き
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
歎
異
抄
』
の

立
場
と
も
通
じ
る
と
安
藤
は
以
下
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
る
。

自
己
の
覚
悟
は
自
己
の
覚
悟
、
天
命
の
指
配
は
天
命
の
指
配

で
、
自
己
の
覚
悟
は
、
如
何
な
る
時
に
も
、
如
何
な
る
処
に

て
も
、
常
に
確
然
不
動
で
、
予
は
何
時
に
て
も
死
ぬ
る
事
が

出
来
る
と
の
覚
悟
で
あ
る
。
其
覚
悟
あ
る
上
は
、
天
命
の
指

配
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
関
知
す
る
所
で
は
な
い
、
長
命
に
し

よ
ふ
と
、
短
命
に
し
よ
ふ
と
、
富
貴
に
し
よ
ふ
と
、
貧
賤
に

し
よ
ふ
と
、
凡
て
天
命
の
指
配
の
ま
ゝ
で
あ
る
。
自
己
の
覚

悟
さ
へ
確
立
し
て
居
れ
ば
、
無
条
件
に
天
命
の
指
配
に
依
頼

す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
死
の
門
戸
は
常
に
開
い
て
居
る
」、

と
い
ふ
自
覚
を
し
た
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
で
な
け
れ
ば
、「
予
は

如
何
な
る
事
か
起
て
も
そ
れ
に
満
足
す
る
、
何
と
な
れ
ば
、

予
の
選
択
よ
り
も
、
天
命
の
選
択
は
喜
良
な
る
が
故
に
」
と

の
、
絶
対
的
天
命
依
頼
の
信
仰
は
起
ら
ん
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
聖
人
が
、「
い
づ
れ
の
行
も
及
び
難
き
身
な
れ
ば
、

地
獄
は
一
定
す
み
家
ぞ
か
し
」
と
言
は
れ
た
の
も
、
や
は
り
、

自
己
の
運
命
を
確
然
不
動
の
地
位
に
定
め
た
も
の
で
、
此
覚

悟
は
、
欲
か
起
つ
て
も
、
腹
が
立
て
も
、
妄
念
が
起
て
も
、

罪
悪
に
沈
ん
で
も
、
如
何
な
る
時
に
て
も
、
確
然
と
し
て
動

か
ざ
る
覚
悟
で
あ
る
。

　
安
藤
の
言
葉
は
、
清
沢
は
死
の
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
で
人
生
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の
様
々
な
生
活
上
の
問
題
に
対
し
て
、
不
動
の
動
じ
な
い
精
神
を

も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
つ
気
を
付
け
て
読
む
べ
き
は
、
こ
の
「
不

動
」
と
い
う
意
味
は
精
神
的
達
観
に
よ
っ
て
、
常
に
自
ら
の
生
じ

る
精
神
作
用
に
波
風
が
な
い
と
い
う
意
味
と
は
違
う
。
な
ぜ
な
ら
、

『
歎
異
抄
』
の
「
い
ず
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と

て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
」
と
い
う
精
神
に
つ
い
て
、
安

藤
が
「
此
覚
悟
は
、
欲
か
起
つ
て
も
、
腹
が
立
て
も
、
妄
念
が
起

て
も
、
罪
悪
に
沈
ん
で
も
、
如
何
な
る
時
に
て
も
、
確
然
と
し
て

動
か
ざ
る
覚
悟
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
様
々
な

妄
念
や
心
の
波
風
が
立
つ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
「
不
動
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
心
身
の
波
風
の
時
に

も
、「
死
の
門
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
い
う
事
実
に
関
し
て
は
、

不
動
な
る
こ
と
で
あ
り
、
様
々
な
心
情
の
起
こ
る
と
き
に
、
そ
の

事
実
を
思
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
覚
悟
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の

不
動
と
い
う
こ
と
だ
。
清
沢
に
お
い
て
のD

oor is open
と
い

う
の
は
、
自
ら
の
妄
念
と
対
峙
す
る
と
き
に
、
そ
の
言
葉
に
導
か

れ
、
唱
え
つ
つ
、
自
ら
を
確
か
め
な
お
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
清
沢
に
と
っ
て
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
や
『
歎
異
抄
』
の
精
神
に

親
し
む
こ
と
で
、
生
活
上
の
煩
悶
へ
の
効
果
が
あ
っ
た
。「
死
の

門
戸
は
開
い
て
い
る
」
と
い
う
境
地
に
は
、「
大
乱
疑
戯
」
を
な

し
て
常
態
的
に
は
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
清
沢
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
継
続
的
に
エ
ピ
ク
テ
タ

ス
の
言
葉
を
低
唱
し
、『
歎
異
抄
』
の
心
に
立
ち
返
り
、
人
間
ら

し
く
自
身
の
苦
悩
と
向
き
合
い
続
け
て
い
く
正
直
な
姿
を
安
藤
は

魅
力
と
し
て
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
奴
隷
に
つ
い
て
」と
い
う
章
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン

　
最
後
に
清
沢
の
研
究
史
に
お
い
て
重
要
と
い
え
る
「
奴
隷
に
つ

い
て
」（BO

O
K
 III CH

A
PT
ER IV

. O
N
 SLA

V
ERY

.

）
と
い
う
章
の

書
き
入
れ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
以
前
筆
者
は
、
清
沢

の
取
り
上
げ
る
「
奴
隷
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
考
察
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
従
来
の
清
沢
批
判
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
暁

烏
敏
の
「
服
従
論
」
と
い
う
論
考
に
説
か
れ
た
、
外
物
や
他
人
に

対
し
て
男
ら
し
く
奴
隷
的
に
服
従
す
る
態
度
を
推
奨
す
る
と
い
う

立
場
と
、
清
沢
の
立
場
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
筆
者
は
反
対
意
見

と
し
て
「
奴
隷
」
と
い
う
用
語
に
関
し
て
清
沢
と
暁
烏
で
は
特
に

異
な
っ
て
お
り
、
相
反
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
考
え

に
つ
い
て
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
書
入
れ

に
注
目
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
主
張
の
補
強

と
し
て
も
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
の
「
奴
隷
に
つ
い
て
」
と
い
う

章
の
以
下
の
箇
所
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
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述
べ
て
お
き
た
い
。

2. T
hat w

hich thou w
ouldst not suffer thyself, seek 

not to lay upon others. T
hou w

ouldst not be a 
slave - look to it, that others be not slaves to thee. 
For if thou endure to have slaves, it seem

s that 
thou thyself art first of all a slave. For virtue hath 
no com

m
union w

ith vice nor freedom
 w
ith slavery.

3. A
s one w

ho is in health w
ould not choose to be 

served by the sick, nor that those dw
elling w

ith 
him
 should be sick, so neither w

ould one that is 
free bear to be served by slaves, or that those 
living w

ith him
 should be slaves.

　
「
君
が
自
身
で
経
験
し
た
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
他
人
に
課

そ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
よ
。
君
は
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
だ
ろ

う
。
他
人
が
君
の
奴
隷
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
ま
え
。
と

い
う
の
は
か
り
に
君
が
奴
隷
を
所
有
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
な
ら
、

君
が
何
よ
り
も
ま
ず
奴
隷
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
だ
。
と
い

う
の
は
徳
は
悪
と
は
交
渉
な
く
、
自
由
は
奴
隷
で
あ
る
こ
と
と
交

渉
を
持
た
な
い
か
ら
だ
。
健
康
な
人
が
病
人
に
奉
仕
さ
れ
る
こ
と

を
欲
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
同
居
人
が
病
気
に
な
る
べ
き
な
ど
と

欲
し
な
い
よ
う
に
、
自
由
な
人
は
奴
隷
に
奉
仕
さ
れ
る
こ
と
に
我

慢
な
ら
な
い
し
、
一
緒
に
生
活
す
る
人
が
奴
隷
で
あ
る
べ
き
と
も

欲
し
な
い
の
だ
」
と
い
う
文
で
あ
る
。

　
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、Rolleston

の
訳
注
を
も
と
に
、
佐
久

間
政
一
は
、「
人
間
の
尊
厳
と
い
ふ
事
に
関
す
る
意
識
は
、
エ
ピ

ク
テ
ー
タ
ス
に
於
て
、
甚
だ
強
か
っ
た
の
は
、
こ
の
章
に
よ
つ
て

解
る
。
ス
ト
ア
派
の
い
か
な
る
学
者
も
、
奴
隷
制
度
を
非
難
し
た

事
は
な
か
っ
た
と
云
ふ
説
は
、
間
違
で
あ
る
。
但
し
異
教
の
思
想

家
と
し
て
、
こ
れ
を
非
難
し
た
の
は
、
思
ふ
に
彼
一
人
位
の
も
の

で
あ
ら
う
。
エ
ピ
ク
テ
ー
タ
ス
は
自
身
奴
隷
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
境
涯
に
於
け
る
生
活
が
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
泌
々

と
体
験
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
こ
の
言
に
は
、
無
限
の
味
が

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る
。

　
こ
の
言
葉
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
や
や
も
す
れ
ば
、
清
沢

自
身
の
信
仰
上
の
振
る
舞
い
や
倫
理
観
は
、「
奴
隷
の
よ
う
に
従

う
こ
と
」
を
是
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
清
沢
は
、
自
分
が
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
よ
う
に
、
他
者

は
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
の
だ
か
ら
、
他
者
を
自
分
の
奴
隷
に
し

て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
意
味
合
い
の
箇
所
に
、
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
清
沢
の
晩
年
に
「
如

（

）
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来
の
奴
隷
と
な
れ
、
其
他
の
も
の
ゝ
奴
隷
と
な
る
こ
と
勿
れ
」
と

い
う
言
葉
が
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
も
関
連
し
て
い

る
重
要
な
書
入
れ
箇
所
で
あ
る
と
い
え
る
。
如
来
の
大
命
に
従
う

こ
と
と
、
他
人
や
金
銭
な
ど
の
諸
欲
へ
の
奴
隷
と
な
ら
な
い
こ
と

を
清
沢
が
重
視
し
た
の
は
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
加

え
て
、
他
人
な
ど
に
男
ら
し
く
奴
隷
的
に
服
従
す
る
態
度
を
推
奨

す
る
暁
烏
の
論
考
が
生
ま
れ
た
の
は
、
当
時
の
暁
烏
が
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
を
卒
読
し
誤
解
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
再
検
討
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
清
沢
の
手
沢
本
と
し
て
現
存
し
て
い
る
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
の
書
入
れ
が
清
沢
の
死
後
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
特
に
安
藤
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ
る
「
死
の
問
題
」
と
い
う
こ

と
に
注
目
し
て
考
察
し
た
。
清
沢
手
沢
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
が
、

清
沢
に
如
何
に
読
ま
れ
、
如
何
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い

て
、
安
藤
の
視
点
を
主
に
取
り
上
げ
た
。

　
そ
こ
で
、
清
沢
は
死
の
境
遇
な
ど
に
よ
っ
て
人
生
の
価
値
づ
け

を
し
な
い
あ
り
方
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
明
治
期

の
仏
教
者
に
は
、
境
遇
や
死
に
方
の
違
い
の
理
由
を
前
世
の
業
因

縁
に
求
め
る
言
説
が
依
然
と
し
て
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、

清
沢
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
死
の
境
遇
に
人
生
の
価
値
を
置
こ
う
と

し
な
い
態
度
に
注
目
す
る
意
義
を
明
治
と
い
う
時
代
状
況
を
通
し

て
み
る
な
ら
ば
、
差
別
と
い
う
問
題
を
超
え
る
た
め
の
思
想
的
立

場
を
模
索
し
た
思
索
の
痕
跡
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
清
沢
の
死
後
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ

の
か
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
為
に
、
書
入
れ
が

注
目
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
主
に
安
藤
の

導
き
に
よ
っ
て
、「
死
の
問
題
」「
パ
ン
の
問
題
」「D

oor is 
open

」
と
い
う
安
藤
が
清
沢
の
思
想
と
し
て
注
目
し
た
文
章
を

考
察
し
て
い
っ
た
。
安
藤
の
解
釈
が
そ
の
ま
ま
清
沢
の
思
想
で
あ

る
と
は
、
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
安
藤
の
見
方
は
研

究
の
一
視
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
安
藤
の
目
に
映
っ
た
清
沢
は
、

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
、
苦
難
の
精
神
上
の
解
決
に
は
、
死
の

問
題
の
解
決
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
そ
れ
を
実
践
し
た

人
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
「
奴
隷
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
の
書
入
れ
に
注
目
し
て
考

察
を
行
な
っ
た
。
清
沢
思
想
の
解
釈
史
と
し
て
《
奴
隷
》
と
い
う

概
念
は
注
目
に
値
す
る
。
今
回
「
奴
隷
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
中

の
「
自
分
が
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
よ
う
に
、
他
者
は
奴
隷
に
な

り
た
く
な
い
の
だ
か
ら
、
他
者
を
自
分
の
奴
隷
に
し
て
は
な
ら
な
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述
べ
て
お
き
た
い
。

2. T
hat w

hich thou w
ouldst not suffer thyself, seek 

not to lay upon others. T
hou w

ouldst not be a 
slave - look to it, that others be not slaves to thee. 
For if thou endure to have slaves, it seem

s that 
thou thyself art first of all a slave. For virtue hath 
no com

m
union w

ith vice nor freedom
 w
ith slavery.

3. A
s one w

ho is in health w
ould not choose to be 

served by the sick, nor that those dw
elling w

ith 
him
 should be sick, so neither w

ould one that is 
free bear to be served by slaves, or that those 
living w

ith him
 should be slaves.

　
「
君
が
自
身
で
経
験
し
た
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
他
人
に
課

そ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
よ
。
君
は
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
だ
ろ

う
。
他
人
が
君
の
奴
隷
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
ま
え
。
と

い
う
の
は
か
り
に
君
が
奴
隷
を
所
有
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
な
ら
、

君
が
何
よ
り
も
ま
ず
奴
隷
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
だ
。
と
い

う
の
は
徳
は
悪
と
は
交
渉
な
く
、
自
由
は
奴
隷
で
あ
る
こ
と
と
交

渉
を
持
た
な
い
か
ら
だ
。
健
康
な
人
が
病
人
に
奉
仕
さ
れ
る
こ
と

を
欲
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
同
居
人
が
病
気
に
な
る
べ
き
な
ど
と

欲
し
な
い
よ
う
に
、
自
由
な
人
は
奴
隷
に
奉
仕
さ
れ
る
こ
と
に
我

慢
な
ら
な
い
し
、
一
緒
に
生
活
す
る
人
が
奴
隷
で
あ
る
べ
き
と
も

欲
し
な
い
の
だ
」
と
い
う
文
で
あ
る
。

　
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、Rolleston

の
訳
注
を
も
と
に
、
佐
久

間
政
一
は
、「
人
間
の
尊
厳
と
い
ふ
事
に
関
す
る
意
識
は
、
エ
ピ

ク
テ
ー
タ
ス
に
於
て
、
甚
だ
強
か
っ
た
の
は
、
こ
の
章
に
よ
つ
て

解
る
。
ス
ト
ア
派
の
い
か
な
る
学
者
も
、
奴
隷
制
度
を
非
難
し
た

事
は
な
か
っ
た
と
云
ふ
説
は
、
間
違
で
あ
る
。
但
し
異
教
の
思
想

家
と
し
て
、
こ
れ
を
非
難
し
た
の
は
、
思
ふ
に
彼
一
人
位
の
も
の

で
あ
ら
う
。
エ
ピ
ク
テ
ー
タ
ス
は
自
身
奴
隷
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
境
涯
に
於
け
る
生
活
が
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
泌
々

と
体
験
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
こ
の
言
に
は
、
無
限
の
味
が

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る
。

　
こ
の
言
葉
は
傾
聴
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
や
や
も
す
れ
ば
、
清
沢

自
身
の
信
仰
上
の
振
る
舞
い
や
倫
理
観
は
、「
奴
隷
の
よ
う
に
従

う
こ
と
」
を
是
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
清
沢
は
、
自
分
が
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
よ
う
に
、
他
者

は
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
の
だ
か
ら
、
他
者
を
自
分
の
奴
隷
に
し

て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
意
味
合
い
の
箇
所
に
、
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
清
沢
の
晩
年
に
「
如
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来
の
奴
隷
と
な
れ
、
其
他
の
も
の
ゝ
奴
隷
と
な
る
こ
と
勿
れ
」
と

い
う
言
葉
が
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
も
関
連
し
て
い

る
重
要
な
書
入
れ
箇
所
で
あ
る
と
い
え
る
。
如
来
の
大
命
に
従
う

こ
と
と
、
他
人
や
金
銭
な
ど
の
諸
欲
へ
の
奴
隷
と
な
ら
な
い
こ
と

を
清
沢
が
重
視
し
た
の
は
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
加

え
て
、
他
人
な
ど
に
男
ら
し
く
奴
隷
的
に
服
従
す
る
態
度
を
推
奨

す
る
暁
烏
の
論
考
が
生
ま
れ
た
の
は
、
当
時
の
暁
烏
が
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
を
卒
読
し
誤
解
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
再
検
討
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
清
沢
の
手
沢
本
と
し
て
現
存
し
て
い
る
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
の
書
入
れ
が
清
沢
の
死
後
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
特
に
安
藤
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ
る
「
死
の
問
題
」
と
い
う
こ

と
に
注
目
し
て
考
察
し
た
。
清
沢
手
沢
の
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
が
、

清
沢
に
如
何
に
読
ま
れ
、
如
何
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い

て
、
安
藤
の
視
点
を
主
に
取
り
上
げ
た
。

　
そ
こ
で
、
清
沢
は
死
の
境
遇
な
ど
に
よ
っ
て
人
生
の
価
値
づ
け

を
し
な
い
あ
り
方
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
明
治
期

の
仏
教
者
に
は
、
境
遇
や
死
に
方
の
違
い
の
理
由
を
前
世
の
業
因

縁
に
求
め
る
言
説
が
依
然
と
し
て
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、

清
沢
が
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
死
の
境
遇
に
人
生
の
価
値
を
置
こ
う
と

し
な
い
態
度
に
注
目
す
る
意
義
を
明
治
と
い
う
時
代
状
況
を
通
し

て
み
る
な
ら
ば
、
差
別
と
い
う
問
題
を
超
え
る
た
め
の
思
想
的
立

場
を
模
索
し
た
思
索
の
痕
跡
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
清
沢
の
死
後
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ

の
か
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
為
に
、
書
入
れ
が

注
目
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
主
に
安
藤
の

導
き
に
よ
っ
て
、「
死
の
問
題
」「
パ
ン
の
問
題
」「D

oor is 
open

」
と
い
う
安
藤
が
清
沢
の
思
想
と
し
て
注
目
し
た
文
章
を

考
察
し
て
い
っ
た
。
安
藤
の
解
釈
が
そ
の
ま
ま
清
沢
の
思
想
で
あ

る
と
は
、
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
安
藤
の
見
方
は
研

究
の
一
視
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
安
藤
の
目
に
映
っ
た
清
沢
は
、

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
、
苦
難
の
精
神
上
の
解
決
に
は
、
死
の

問
題
の
解
決
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
そ
れ
を
実
践
し
た

人
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
「
奴
隷
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
の
書
入
れ
に
注
目
し
て
考

察
を
行
な
っ
た
。
清
沢
思
想
の
解
釈
史
と
し
て
《
奴
隷
》
と
い
う

概
念
は
注
目
に
値
す
る
。
今
回
「
奴
隷
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
中

の
「
自
分
が
奴
隷
に
な
り
た
く
な
い
よ
う
に
、
他
者
は
奴
隷
に
な

り
た
く
な
い
の
だ
か
ら
、
他
者
を
自
分
の
奴
隷
に
し
て
は
な
ら
な
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い
の
だ
」
と
い
う
意
味
内
容
の
文
に
、
清
沢
自
ら
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

ン
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
清
沢
批
判

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
暁
烏
敏
「
服
従
論
」
と
清
沢
と
の
関
連
性
に

関
す
る
議
論
の
中
で
も
、
注
目
す
べ
き
文
章
で
あ
り
、
ま
た
清
沢

の
晩
年
の
思
想
営
為
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　
清
沢
と
安
藤
の
対
話
の
痕
跡
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
や
ト
ル
ス
ト

イ
な
ど
の
西
洋
思
想
・
文
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、『
歎
異

抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
親
鸞
思
想
に
つ
い
て
、
自
ら
の
主
体
的
救

い
に
直
結
す
る
語
り
方
が
為
さ
れ
て
い
く
近
代
特
有
の
現
象
の
先

駆
的
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
考
察
で
は
、
い
ま
だ
清
沢
の
晩
年
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の

関
係
を
詳
細
に
読
み
解
く
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
し
、
今
回
扱
っ

た
章
は
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
清
沢
が
書
入
れ
を
し
た
一
部
分
に

過
ぎ
な
い
。
興
味
深
い
清
沢
の
書
入
れ
は
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
が
、

字
数
の
制
約
も
あ
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

付
記

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
のT

he 
T
eaching of E

pictetus

（『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』）
の
複
写
・
引
用
許
可

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
同
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
清
沢
満
之
研
究

班
所
蔵
の
資
料
「
西
方
寺
蔵
書
目
録
」
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
付
記
し
て
、
謝
意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

註

現
代
は
「
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
本

論
で
引
用
す
る
明
治
期
献
文
が
英
訳
の
発
音
に
近
い
「
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
」
と
い
う
表
記
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
統
一
す
る

こ
と
に
す
る
。

例
え
ば
、
名
和
達
宣
「
清
沢
満
之
を
「
一
貫
す
る
」
思
想
│

『
臘
扇
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
」（『
現
代
と
親
鸞
』
二
八
、
二

〇
一
四
）。
同
「『
臘
扇
記
』
を
読
む
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
転
換

期
」（『
現
代
と
親
鸞
』
三
三
、
二
〇
一
六
）。
角
田
佑
一
「
清
沢

満
之
『
臘
扇
記
』
に
お
け
る
「
意
念
」
の
内
的
構
造
」（『
宗
教
研

究
』
九
三
│
一
、
二
〇
一
九
）
な
ど
。

T
he T

eaching of E
pictetus: Being the 

“Encheiridion 
of E

pictetus,

” w
ith Selections from

 the 

“Dissertations

” 
and "Fragm

ents.

”, translated from
 the Greek, w

ith 
introduction and notes, by T

.W
. Rolleston (London: 

W
alter Scott, 18-).
D
iscourses of E

pictetus: W
ith E

ncheiridion and 
Fragm

ents and Life of E
pictetus and A

 V
iew
 of H

is 
Philosophy.,trans. George Long (London: George Bell 
and sons).

※
出
版
年
は
比
定
で
あ
り
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。

安
冨
信
哉
『
清
沢
満
之
と
個
の
思
想
』（
法
藏
館
、
一
九
九
九
）、

一
四
二
頁
。
西
本
祐
攝
『
近
代
親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚

論
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
現
在
安
住
の
背
景
と
内
実
│
』（
博
士

（

）
1

（

）
2

（

）
3

（

）
4

（

）
5
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論
文
　

大
谷
大
学
、
二
〇
〇
七
）、
資
料
編
。

名
和
達
宣
は
、
両
書
を
「
併
せ
持
っ
て
」
い
た
と
い
う
見
解
を

示
す
（
名
和
﹇
二
〇
一
四
﹈、
註
11
番
）。
暁
烏
敏
が
「
こ
の
書
を

も
併
せ
味
は
れ
た
」（
法
藏
館
版
『
清
沢
満
之
全
集
』
八
、
一
八

三
頁
）
と
い
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
お
そ
ら
く
根
拠
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

西
本
﹇
二
〇
〇
七
﹈。

E
piktets H

andbüchlein der M
oral: nebst anderen 

B
ruchstüken der P

hilosophie E
piktets, aus dem

 
Griechischen übersetzt von H

. Stich (Leipzig: Phillipp 
Reclam

 jun., 1884).

出
版
年
は
、
仮
に
初
版
年
と
し
た
。

『
清
沢
満
之
全
集
』（
岩
波
書
店
　
以
下
、『
全
集
』）
九
、
五

〇
頁
。

『
全
集
』
六
、
三
一
三
頁
。

西
本
﹇
二
〇
〇
七
﹈。

「Introduction

」『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
xiii
〜
xv
頁
。

「Introduction

」『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
xiii
頁
。

『
人
生
談
義
』
下
、
岩
波
書
店
、
三
〇
九
頁
。

『
全
集
』
六
、
三
一
三
頁
。

『
資
料
清
沢
満
之

　

資
料
篇
』
二
七
一
〜
二
七
二
頁
。

成
城
学
園
沢
柳
政
太
郎
全
集
刊
行
会
『
沢
柳
政
太
郎
全
集
』
一

〇
、（
国
土
社
、
一
九
八
〇
）、
五
一
三
頁
。

『
資
料
清
沢
満
之
　

資
料
篇
』
二
八
六
頁
。

当
用
日
記
の
部
分
と
、
そ
の
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
と
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
の
該
当
箇
所
の
比
較
の
た
め
に
あ
げ
て
お
く
。「
明
治

三
十
五
年
当
用
日
記
抄
」
①
「H

ow
ever it m

ay be, you w
ill 

dispose of it w
ell, and the result to you w

ill be a 
fortunate one.

」、
②
「H

ave I ever blam
ed thee? H

ave I 
been discontented w

ith any-thing that happens, or 
w
ished it to be otherw

ise.

」
と
清
沢
は
引
用
し
て
お
り
、

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
の
①
三
六
一
頁
と
②
三
六
二
頁
に
該
当
す
る
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
九
〇
頁
、
九
一
頁
に
、
同
じ
意
図
の
文
は
あ

る
が
、
英
文
が
異
な
っ
て
い
る
。
日
記
に
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を

引
用
し
て
い
る
の
で
、
明
治
三
五
年
時
に
明
ら
か
に
『
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
』
を
持
て
い
た
時
期
が
あ
る
が
、
沢
柳
に
返
却
す
る
前
の

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

多
田
鼎
「
先
生
一
周
忌
の
記
」（『
精
神
界
』
四
│
六
、
一
九
〇

四
年
六
月
）、
三
七
〜
三
八
頁
。

「
西
方
寺
蔵
書
目
録
」（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
清
沢
満

之
研
究
班
所
蔵
）
参
照
。

こ
の
安
藤
と
清
沢
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
名
和
達
宣
「
清
沢
満

之
と
そ
の
門
下
と
の
「
対
話
」
│
安
藤
州
一
『
清
沢
先
生
　
信
仰

坐
談
』
を
読
み
解
く
│
」（『
現
代
と
親
鸞
』
三
二
、
二
〇
一
六
）

を
参
照
。

安
藤
州
一
「
清
沢
先
生
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」（『
精
神
界
』
六

│
七
、
一
九
〇
六
年
七
月
）、
三
七
〜
三
八
頁
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
四
八
頁
。
こ
こ
で
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は

清
沢
自
身
が
記
し
た
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
あ
ら
わ
し
、
網
か
け
は

安
藤
が
意
訳
し
た
箇
所
に
該
当
す
る
部
分
を
あ
ら
わ
す
。

「
清
沢
先
生
追
懐
録
」（『
精
神
界
』
一
〇
│
七
、
一
九
一
〇
年

七
月
）、
四
七
頁
。 

『
資
料
清
沢
満
之
　

資
料
篇
』
二
九
五
〜
二
九

六
頁
。
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い
の
だ
」
と
い
う
意
味
内
容
の
文
に
、
清
沢
自
ら
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

ン
を
引
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
清
沢
批
判

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
暁
烏
敏
「
服
従
論
」
と
清
沢
と
の
関
連
性
に

関
す
る
議
論
の
中
で
も
、
注
目
す
べ
き
文
章
で
あ
り
、
ま
た
清
沢

の
晩
年
の
思
想
営
為
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　
清
沢
と
安
藤
の
対
話
の
痕
跡
は
、
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
や
ト
ル
ス
ト

イ
な
ど
の
西
洋
思
想
・
文
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、『
歎
異

抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
親
鸞
思
想
に
つ
い
て
、
自
ら
の
主
体
的
救

い
に
直
結
す
る
語
り
方
が
為
さ
れ
て
い
く
近
代
特
有
の
現
象
の
先

駆
的
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
考
察
で
は
、
い
ま
だ
清
沢
の
晩
年
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の

関
係
を
詳
細
に
読
み
解
く
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
し
、
今
回
扱
っ

た
章
は
『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
に
清
沢
が
書
入
れ
を
し
た
一
部
分
に

過
ぎ
な
い
。
興
味
深
い
清
沢
の
書
入
れ
は
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
が
、

字
数
の
制
約
も
あ
る
の
で
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

付
記

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
のT

he 
T
eaching of E

pictetus

（『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』）
の
複
写
・
引
用
許
可

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
同
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
清
沢
満
之
研
究

班
所
蔵
の
資
料
「
西
方
寺
蔵
書
目
録
」
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
付
記
し
て
、
謝
意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

註

現
代
は
「
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
本

論
で
引
用
す
る
明
治
期
献
文
が
英
訳
の
発
音
に
近
い
「
エ
ピ
ク
テ

タ
ス
」
と
い
う
表
記
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
統
一
す
る

こ
と
に
す
る
。

例
え
ば
、
名
和
達
宣
「
清
沢
満
之
を
「
一
貫
す
る
」
思
想
│

『
臘
扇
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
」（『
現
代
と
親
鸞
』
二
八
、
二

〇
一
四
）。
同
「『
臘
扇
記
』
を
読
む
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
転
換

期
」（『
現
代
と
親
鸞
』
三
三
、
二
〇
一
六
）。
角
田
佑
一
「
清
沢

満
之
『
臘
扇
記
』
に
お
け
る
「
意
念
」
の
内
的
構
造
」（『
宗
教
研

究
』
九
三
│
一
、
二
〇
一
九
）
な
ど
。

T
he T

eaching of E
pictetus: Being the 

“Encheiridion 
of E

pictetus,

” w
ith Selections from

 the 

“Dissertations

” 
and "Fragm

ents.

”, translated from
 the Greek, w

ith 
introduction and notes, by T

.W
. Rolleston (London: 

W
alter Scott, 18-).
D
iscourses of E

pictetus: W
ith E

ncheiridion and 
Fragm

ents and Life of E
pictetus and A

 V
iew
 of H

is 
Philosophy.,trans. George Long (London: George Bell 
and sons).

※
出
版
年
は
比
定
で
あ
り
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。

安
冨
信
哉
『
清
沢
満
之
と
個
の
思
想
』（
法
藏
館
、
一
九
九
九
）、

一
四
二
頁
。
西
本
祐
攝
『
近
代
親
鸞
教
学
に
お
け
る
現
生
正
定
聚

論
│
清
沢
満
之
に
お
け
る
現
在
安
住
の
背
景
と
内
実
│
』（
博
士

（

）
1

（

）
2

（

）
3

（

）
4

（

）
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論
文
　

大
谷
大
学
、
二
〇
〇
七
）、
資
料
編
。

名
和
達
宣
は
、
両
書
を
「
併
せ
持
っ
て
」
い
た
と
い
う
見
解
を

示
す
（
名
和
﹇
二
〇
一
四
﹈、
註
11
番
）。
暁
烏
敏
が
「
こ
の
書
を

も
併
せ
味
は
れ
た
」（
法
藏
館
版
『
清
沢
満
之
全
集
』
八
、
一
八

三
頁
）
と
い
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
お
そ
ら
く
根
拠
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

西
本
﹇
二
〇
〇
七
﹈。

E
piktets H

andbüchlein der M
oral: nebst anderen 

B
ruchstüken der P

hilosophie E
piktets, aus dem

 
Griechischen übersetzt von H

. Stich (Leipzig: Phillipp 
Reclam

 jun., 1884).

出
版
年
は
、
仮
に
初
版
年
と
し
た
。

『
清
沢
満
之
全
集
』（
岩
波
書
店
　
以
下
、『
全
集
』）
九
、
五

〇
頁
。

『
全
集
』
六
、
三
一
三
頁
。

西
本
﹇
二
〇
〇
七
﹈。

「Introduction

」『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
xiii
〜
xv
頁
。

「Introduction

」『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
xiii
頁
。

『
人
生
談
義
』
下
、
岩
波
書
店
、
三
〇
九
頁
。

『
全
集
』
六
、
三
一
三
頁
。

『
資
料
清
沢
満
之
　

資
料
篇
』
二
七
一
〜
二
七
二
頁
。

成
城
学
園
沢
柳
政
太
郎
全
集
刊
行
会
『
沢
柳
政
太
郎
全
集
』
一

〇
、（
国
土
社
、
一
九
八
〇
）、
五
一
三
頁
。

『
資
料
清
沢
満
之
　

資
料
篇
』
二
八
六
頁
。

当
用
日
記
の
部
分
と
、
そ
の
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
と
『
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
』
の
該
当
箇
所
の
比
較
の
た
め
に
あ
げ
て
お
く
。「
明
治

三
十
五
年
当
用
日
記
抄
」
①
「H

ow
ever it m

ay be, you w
ill 

dispose of it w
ell, and the result to you w

ill be a 
fortunate one.

」、
②
「H

ave I ever blam
ed thee? H

ave I 
been discontented w

ith any-thing that happens, or 
w
ished it to be otherw

ise.

」
と
清
沢
は
引
用
し
て
お
り
、

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
の
①
三
六
一
頁
と
②
三
六
二
頁
に
該
当
す
る
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
九
〇
頁
、
九
一
頁
に
、
同
じ
意
図
の
文
は
あ

る
が
、
英
文
が
異
な
っ
て
い
る
。
日
記
に
『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
を

引
用
し
て
い
る
の
で
、
明
治
三
五
年
時
に
明
ら
か
に
『
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
』
を
持
て
い
た
時
期
が
あ
る
が
、
沢
柳
に
返
却
す
る
前
の

『
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

多
田
鼎
「
先
生
一
周
忌
の
記
」（『
精
神
界
』
四
│
六
、
一
九
〇

四
年
六
月
）、
三
七
〜
三
八
頁
。

「
西
方
寺
蔵
書
目
録
」（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
清
沢
満

之
研
究
班
所
蔵
）
参
照
。

こ
の
安
藤
と
清
沢
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
名
和
達
宣
「
清
沢
満

之
と
そ
の
門
下
と
の
「
対
話
」
│
安
藤
州
一
『
清
沢
先
生
　
信
仰

坐
談
』
を
読
み
解
く
│
」（『
現
代
と
親
鸞
』
三
二
、
二
〇
一
六
）

を
参
照
。

安
藤
州
一
「
清
沢
先
生
と
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
」（『
精
神
界
』
六

│
七
、
一
九
〇
六
年
七
月
）、
三
七
〜
三
八
頁
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
四
八
頁
。
こ
こ
で
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は

清
沢
自
身
が
記
し
た
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
あ
ら
わ
し
、
網
か
け
は

安
藤
が
意
訳
し
た
箇
所
に
該
当
す
る
部
分
を
あ
ら
わ
す
。

「
清
沢
先
生
追
懐
録
」（『
精
神
界
』
一
〇
│
七
、
一
九
一
〇
年

七
月
）、
四
七
頁
。 

『
資
料
清
沢
満
之
　

資
料
篇
』
二
九
五
〜
二
九

六
頁
。

（

）
6

（

）
7

（

）
8

（

）
9

（

）
10

（

）
11

（

）
12

（

）
13

（

）
14

（

）
15

（

）
16

（

）
17

（

）
18

（

）
19

（

）
20

（

）
21

（
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（
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（
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引
用
中
の
網
掛
け
は
、『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
六
四
〜
六
五
頁
の

安
藤
の
意
訳
で
あ
る
。
ま
た
「
追
懐
坐
談
」（『
精
神
界
』
一
一
│

六
、
一
九
一
一
年
六
月
〕、
四
三
頁
）
に
も
清
沢
の
書
入
れ
に
注

目
す
る
文
が
あ
る
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
六
五
頁
。

「T
H
E O
PEN
 D
O
O
R.

」の
次
章
、「CH

A
PT
ER X

. K
N
O
W
 

T
H
Y
SELF.

」
に
も
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
る
。

原
廣
宣
「
清
沢
先
生
終
焉
記
」（『
精
神
界
』
四
│
六
、
一
九
〇

四
年
六
月
）、
三
四
頁
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
七
一
頁
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
七
一
頁
。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』
七
二
頁
。

『
全
集
』
九
、
二
七
六
〜
二
七
七
頁
。
英
文
は
、T

olstoy, 
M
y C
onfession, and the Spirit of C

hrist’s T
eaching 

(London: W
alter Scott, 1889), p. 176.

な
ど
が
比
定
さ
れ
る
。

安
藤
州
一
「
東
片
町
時
代
の
先
生
」（『
精
神
界
』
四
│
一
、
一

九
〇
四
年
一
月
）、
三
九
頁
。（『
清
沢
先
生
　

信
仰
坐
談
』）。

前
掲
、
四
〇
頁
。

安
藤
州
一
「
清
沢
先
生
の
余
影
」（『
精
神
界
』
四
│
四
、
一
九

〇
四
年
四
月
）、
四
七
頁
。

安
藤
州
一
「
確
然
不
動
の
覚
悟
」（『
精
神
界
』
五
│
一
、
一
九

〇
五
年
一
月
）、
三
一
頁
。

拙
稿
『
清
沢
満
之
に
お
け
る
「
他
者
」
│
そ
の
思
想
と
問
題
を

巡
る
考
察
│
』（
博
士
論
文

　

大
谷
大
学
、
二
〇
一
六
）。

『
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
』、
一
一
〇
頁
。

佐
久
間
政
一
訳
『
人
生
語
録
』（
文
修
堂
、
一
九
四
九
）、
一
六

四
〜
一
六
五
頁
。

「
明
治
三
十
六
年
当
用
日
記
抄
」（『
全
集
』
八
）、
四
五
四
頁
。
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一

　
名
号
、
名
は
ひ
と
つ
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
お
る
訳
で
す
。
本
願
の
名
や
言
葉
が
単
な
る
記
号
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
方
便
法
身
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。
法
身
を
法
性
法
身
と
方
便
法
身
の
二
つ
に
分

け
て
い
る
。
こ
れ
は
曇
鸞
が
『
論
註
』
で
世
親
の
『
浄
土
論
』
を
解
釈
す
る
場
合
に
用
い
て
い
る
概
念
で
す
。『
浄
土
論
』
に
「
真
実
智

慧
無
為
法
身
」
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
方
便
法
身
と
い
う
の
は
そ
こ
か
ら
来
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
法
身
が
自
己
を
浄
土
と
し
て
荘
厳

す
る
。
だ
か
ら
浄
土
と
い
う
の
は
、
法
性
法
身
と
い
う
も
の
が
自
己
を
浄
土
と
し
て
荘
厳
し
て
い
る
。
荘
厳
さ
れ
た
浄
土
は
方
便
法
身
と

い
う
意
義
を
も
つ
。
こ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
今
日
で
は
「
方
便
法
身
」
の
方
便
と
い
う
言
葉
・
概
念
に
、
目
的
に
対
す
る
手
段
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
た
め
に
、
方
便
と
い

う
概
念
が
か
え
っ
て
誤
解
を
与
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
今
言
っ
た
本
願
の
名
や
言
葉
の
意
義
は
単
な
る
手
段
と
い
う
も
の
で

は
な
く
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
よ
ね
。
手
段
と
し
て
の
方
便
で
は
な
く
て
、
方
法
と
し
て
の
方
便
。
も
の
が
も
の
自
身
を
成
就
す
る
方
法
な

ん
で
す
ね
。
法
性
が
法
性
自
身
を
成
就
す
る
方
法
と
し
て
荘
厳
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
方
便
は
単
な
る
手
段
っ
て
い

衆
生
に
自
覚
を
開
く
名
と
相

│
│
願
生
論
（
十
八
）
│
│

安
　
　
田
　
　
理
　
　
深


